
一
世
皇
子
女
の
親
王
宣
下
と
源
氏
賜
姓

中　

村　

み
ど
り

は
じ
め
に

　

天（

七

五

七

）

平
宝
字
元
年
施
行
の
『
養
老
令
』（「
継
嗣
令
」
皇
兄
弟
子
條
）
に
は
天
皇
の
兄
弟
姉
妹
と
子
を
親
王
と
す
る
旨
が
記
さ
れ
て
お
り（

（
（

、
特

に
皇
子
女
は
誕
生
と
共
に
親
王
を
称
し
た
。
し
か
し
淳
仁
朝
（
在
位
七
五
八
～
七
六
四
）
頃
よ
り
宣
下
（
以
下
「
宣
下
」
は
親
王
宣
下
を
指

す
）
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り（

（
（

、
次
第
に
天
皇
の
子
で
あ
っ
て
も
宣
下
を
受
け
て
始
め
て
親
王
・
内
親
王
を
称
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

特
に
内
親
王
を
宣
下
さ
れ
た
皇
女
は
、
桓
武
朝
に
大
幅
に
改
定
さ
れ
た
皇
親
女
子
の
婚
制
緩
和
の
詔（

（
（

に
お
い
て
も
皇
親
以
外
と
の
結
婚
が

許
さ
れ
な
い
存
在
で
あ
っ
た
が（

（
（

、
し
か
し
村
上
朝
に
は
醍
醐
皇
女
の
勤
子
・
雅
子
・
康
子
内
親
王
の
三
名
が
藤
原
師
輔
に
降
嫁
し
た
こ
と
が

知
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
本
来
法
的
に
も
許
さ
れ
な
い
結
婚
で
あ
っ
た
。
こ
の
内
、
後
の
朱
雀
・
村
上
天
皇
と
同
母
で
あ
る
康
子
内
親
王
の

降
嫁
に
つ
い
て
は
『
大
鏡
』
に
お
い
て
「
世
の
人
、
便
な
き
こ
と
に
申
」
し
、
更
に
村
上
天
皇
も
こ
れ
を
「
安
か
ら
ぬ
こ
と
」
と
思
っ
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
一
方
そ
れ
以
前
に
降
嫁
し
て
い
る
勤
子
・
雅
子
内
親
王
の
降
嫁
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
安
田
政
彦
氏（

（
（

は
、
康
子
内
親
王
の
降
嫁
が
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
皇
后
所
生
の
皇
女
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
と
し
、

ま
た
勤
子
・
雅
子
内
親
王
の
降
嫁
に
つ
い
て
は
「
本
来
賜
姓
さ
れ
る
べ
き
更
衣
腹
の
皇
女
」
で
あ
っ
た
た
め
に
実
現
し
た
と
す
る
。
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し
か
し
更
衣
腹
の
皇
女
に
も
、
紀
静
子
所
生
の
仁
明
皇
子
女
、
在
原
文
子
等
所
生
の
清
和
皇
子
女
、
源
貞
子
所
生
の
宇
多
皇
女
等
、
宣
下

さ
れ
た
例
は
複
数
存
在
し
て
い
る
。
確
か
に
女
御
腹
以
上
の
皇
子
女
が
賜
姓
さ
れ
た
例
は
生
母
が
明
確
な
者
の
内
に
は
殆
ど
存
在
し
て
い
な

い
が（

（
（

、
し
か
し
更
衣
腹
と
い
う
だ
け
で
即
ち
賜
姓
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

で
は
賜
姓
さ
れ
た
皇
子
女
と
は
ど
の
よ
う
な
皇
子
女
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
を
明
ら
か
と
す
る
た
め
に
は
、
賜
姓
が
ど
の
よ
う
な
原
則
に

お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
の
か
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

こ
の
源
氏
賜
姓
に
関
す
る
研
究
は
度
々
行
わ
れ
て
お
り
、
特
に
各
朝
の
皇
子
女
並
び
に
親
王
所
生
の
王
に
至
る
ま
で
、
源
氏
の
成
立
事
情

に
関
し
て
詳
細
な
基
礎
的
考
察
を
行
っ
た
林
陸
朗
氏（

（
（

の
研
究
は
非
常
に
参
考
と
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
問
題
と
な
る
宇
多
・
醍
醐
朝

に
つ
い
て
は
詳
細
の
知
れ
な
い
点
に
つ
い
て
多
く
の
疑
問
を
残
し
て
い
る
。
ま
た
藤
木
邦
彦
氏（

（
（

は
醍
醐
朝
を
経
て
村
上
朝
以
後
賜
姓
が
減
少

す
る
理
由
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
が
、
一
方
そ
の
中
で
も
僅
か
に
起
こ
り
得
た
賜
姓
の
理
由
に
つ
い
て
は
述
べ
て
お
ら
れ
ず
、
安
田
政
彦

氏
も
醍
醐
朝
の
賜
姓
が
一
定
時
期
以
後
を
皆
賜
姓
す
る
出
生
順
に
よ
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
一
方
で
、
晩
年
に
宣
下
を
受
け
た
皇
子
女
に
つ
い

て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
更
に
西
松
陽
介
氏（

（
（

は
、
醍
醐
朝
に
親
王
と
す
る
人
数
の
枠
が
築
か
れ
、
皇
位
継
承
問
題
に
関
連
し
て
有
力
で
は

な
い
皇
子
が
賜
姓
さ
れ
た
と
す
る
が
、
そ
も
そ
も
皇
位
を
脅
か
す
存
在
で
は
な
い
更
衣
腹
所
生
の
皇
子
を
、
皇
位
継
承
権
か
ら
除
外
す
る
た

め
の
賜
姓
で
あ
っ
た
と
す
る
点
な
ど
、
再
考
の
要
さ
れ
る
点
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
諸
説
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に

し
て
も
宣
下
と
賜
姓
の
別
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
は
な
お
も
再
考
さ
れ
る
べ
き
点
が
多
い
。

　

本
稿
の
発
端
は
そ
も
そ
も
師
輔
へ
の
内
親
王
降
嫁
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
ら
内
親
王
が
賜
姓
さ
れ
得
る
存
在
で
あ
っ
た
か
ど
う
か

と
い
う
点
に
あ
る
が
、
こ
の
各
朝
に
お
け
る
親
王
宣
下
さ
れ
る
者
と
源
氏
賜
姓
さ
れ
る
者
の
違
い
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
即
ち
各
朝
に

お
け
る
皇
親
に
対
す
る
対
応
と
そ
の
傾
向
を
明
ら
か
と
す
る
一
助
に
も
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
一
世
王
へ
の
源
氏
賜
姓
が
始
ま
る
嵯
峨
朝
か
ら
同
賜
姓
が
終
焉
す
る
村
上
朝
ま
で
を
限
り
と
し
、
源
氏
賜
姓
が
始
ま
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り
、
踏
襲
さ
れ
た
前
期
（
嵯
峨
～
陽
成
朝
）
と
、
そ
の
変
革
か
ら
終
焉
に
か
け
て
の
後
期
（
光
孝
～
村
上
朝
）
と
に
分
け
、
各
朝
に
お
け
る

源
氏
賜
姓
の
原
則
を
明
ら
か
と
し
、
皇
親
形
態
に
与
え
た
影
響
を
考
察
す
る
。
そ
の
手
立
て
と
し
て
、
ま
ず
嵯
峨
～
後
三
条
朝
の
皇
子
女
と

そ
の
親
王
宣
下
・
源
氏
賜
姓
の
年
月
日
、
宣
下
・
賜
姓
の
年
齢
、
並
び
に
生
母
と
そ
の
后
妃
の
別
な
ど
、
知
ら
れ
る
限
り
を
史
料
よ
り
収
集

し
表
と
し
、
そ
の
上
で
各
朝
に
て
問
題
と
な
り
得
る
宣
下
・
賜
姓
の
例
を
取
り
上
げ
、
考
察
し
た
（
以
下
文
末
一
覧
表
参
照
）。

一　
「
同
母
後
産
」
の
原
則

1　

源
氏
賜
姓
の
開
始

①
桓
武
皇
子
女

　

我
が
国
で
初
め
て
一
世
皇
子
に
賜
姓
が
行
わ
れ
た
の
は
桓
武
朝
の
こ
と
で
あ
る
。
初
見
は
延（

七
八
七
）

暦
六
年
に
、
女
嬬
県
犬
養
男
耳
所
生
の
光
仁

皇
子
諸
勝
に
広
根
を
、
女
嬬
多
治
比
豊
継
所
生
の
桓
武
皇
子
岡
成
に
長
岡
を
賜
姓
し
た
例
で
あ
る
（『
続
日
本
紀
』
二
月
五
日
条
）。
更
に
桓

武
天
皇
は
延（

八

〇

二

）

暦
二
十
一
年
女
嬬
百
済
永
継
所
生
の
皇
子
安
世
に
良
岑
を
賜
姓
す
る
（『
公
卿
補
任
』（
以
下
『
公
卿
』）
弘（

八
一
六
）

仁
七
年
）。
こ
れ
ら

は
皇
統
の
転
換
と
キ
サ
キ
・
皇
子
女
の
増
加
に
よ
る
皇
親
の
増
大
、
並
び
に
桓
武
朝
に
お
け
る
二
度
の
遷
都
と
造
都
に
よ
る
財
政
の
逼
迫
が

契
機
と
な
っ
て
お
り
、
僅
か
な
例
と
は
い
え
皇
親
の
減
少
を
企
図
し
て
、
生
母
が
女
嬬
で
あ
る
者
を
選
ん
で
賜
姓
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る（

（（
（

。

　

更
に
桓
武
天
皇
は
二
世
以
下
の
王
に
も
賜
姓
を
推
奨
し
て
い
る
が
、
積
極
的
な
賜
姓
の
申
請
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で（

（（
（

、
更
に
桓
武
朝

に
次
ぐ
平
城
朝
に
至
っ
て
も
、
キ
サ
キ
・
皇
子
女
共
に
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
一
世
皇
子
へ
の
賜
姓
は
継
承
さ
れ
て
い
な
い
。

②
嵯
峨
皇
子
女

　

こ
う
し
た
桓
武
朝
の
一
世
皇
子
へ
の
賜
姓
と
い
う
前
例
を
経
て
、
嵯
峨
朝
に
初
め
て
源
氏
賜
姓
の
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
詳
細
は
『
類
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聚
三
代
格
』（
以
下
『
類
三
』）
弘（

八
一
四
）

仁
五
年
五
月
八
日
の
詔
に
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、「
男
女
稍
衆
、
未
レ
識
二
子
道
一、
還
爲
二
人
父
一、

辱
累
二
對
邑
一、
空
費
二
府
庫
一、」
と
あ
り
、
賜
姓
が
経
済
的
理
由
に
よ
る
こ
と
、
ま
た
「
唯
前
号
二
親
王
一、
不
レ
可
二
更
改
一、
同
母
後
產
、
猶

復
一
例
、
其
餘
如
レ
可
レ
閞（

聞
）者

、
朕
殊
裁
下
、」（
以
下
傍
線
筆
者
）
と
あ
り
、
既
に
親
王
で
あ
る
者
は
改
め
ず
、
親
王
と
同
母
で
後
に
産
ま

れ
た
者
も
親
王
と
す
る
こ
と
、
更
に
そ
の
他
天
皇
が
特
別
の
裁
可
に
よ
り
下
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
前
代

か
ら
の
経
済
的
逼
迫
に
重
ね
て
、
嵯
峨
天
皇
の
皇
子
女
数
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
こ
と
も
一
因
で
あ
ろ
う
。
そ
の
数
は
五
十
名
に
も
及
び
、

こ
の
詔
を
機
に
皇
子
女
八
名
が
。
最
終
的
に
は
計
三
十
二
名
が
賜
姓
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
詔
中
に
も
賜
姓
の
基
準
に
つ
い
て
は
記

さ
れ
て
お
ら
ず
、
既
に
親
王
で
あ
る
者
と
そ
の
「
同
母
後
産
」、
並
び
に
「
余
如
レ
可
レ
聞
者
」
が
親
王
と
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
ば
か
り
で

あ
る
。

　

さ
て
、
初
め
弘
仁
五
年
に
賜
姓
さ
れ
た
者
の
内
、
最
年
長
と
な
っ
た
の
は
信
・
貞
姫
・
潔
姫
の
六
歳
で
あ
る
（『
日
本
後
紀
』
五
月
八
日

条
）。
こ
れ
よ
り
彼
等
の
生
年
は
大（

八
〇
九
）

同
四
年
と
な
る
が
、
こ
の
翌
年
に
は
後
の
皇
后
橘
嘉
智
子
が
正（

仁
明
天
皇
）

良
親
王
を
出
産
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と

か
ら
、
賜
姓
の
詔
が
弘
仁
五
年
に
発
さ
れ
た
の
は
、
皇
嗣
に
恵
ま
れ
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

更
に
嵯
峨
天
皇
の
皇
子
女
の
内
宣
下
さ
れ
た
者
と
賜
姓
さ
れ
た
者
の
別
を
検
討
す
る
と
、
ま
ず
「
同
母
後
産
」
に
当
た
る
皇
子
女
は
、
高

津
内
親
王
・
橘
嘉
智
子
・
大
原
浄
子
・
交
野
女
王
の
所
生
と
な
る
。
こ
の
他
に
百
済
王
貴
命
・
高
階
河
子
・
文
屋
文
子
所
生
の
皇
子
女
が
そ

れ
ぞ
れ
宣
下
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
貴
命
の
出
産
は
弘（

八
一
五
）

仁
六
年
頃
と
同（

八
一
九
）

十
年
頃
の
詔
発
布
後
で
あ
る
が
、
し
か
し
『
文
徳
天
皇
実
録
』

（
以
下
『
文
実
』）
に
「
嵯
峨
太
上
天
皇
御
宇
之
時
、
引
為
二
女
御
一、」（
仁（

八
五
一
）

寿
元
年
九
月
五
日
条
）
と
あ
り
女
御
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

た
め
、
そ
の
后
妃
の
別
に
よ
っ
て
所
生
の
皇
子
女
も
宣
下
の
特
例
と
し
て
殊
に
裁
可
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
后
妃
の
別
の
不
明
で
あ
る
高
階
河
子
・
文
屋
文
子
所
生
の
皇
子
女
に
つ
い
て
は
宣
下
の
理
由
に
つ
い
て
も
詳
細
は
知
れ
ず
、
林
氏

は
、
い
ず
れ
も
生
母
が
王
氏
賜
姓
の
真
人
姓
一
族
で
あ
っ
た
た
め
に
皇
親
に
准
ぜ
ら
れ
て
親
王
号
が
許
さ
れ
た
と
述
べ
る
。
し
か
し
真
人
姓

52



に
は
、
賜
姓
の
列
に
入
っ
た
皇
子
女
の
生
母
に
当
麻
氏
・
甘
南
備
氏
・
大
原
氏
等
も
有
る
。
ま
た
桓
武
天
皇
か
ら
血
筋
の
近
い
長
岡
岡
成
の

女
所
生
の
皇
女
も
賜
姓
さ
れ
て
お
り
、
更
に
同
じ
大
原
氏
出
身
の
生
母
で
も
、
浄
子
所
生
は
宣
下
、
全
子
所
生
は
賜
姓
（
但
し
こ
れ
は
浄
子

所
生
の
仁
子
内
親
王
が
斎
宮
と
な
っ
て
お
り
、
か
つ
詔
以
前
の
所
生
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
た
め
か
も
し
れ
な
い
）、
百
済
王
氏
の
貴
命

所
生
は
宣
下
、
慶
命
所
生
は
賜
姓
等
、
出
身
氏
族
に
よ
ら
な
い
例
も
あ
る
。
一
方
、
真
人
姓
で
も
当
麻
氏
が
女
嬬
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い

こ
と
、
百
済
王
氏
の
内
慶
命
が
宮
女（

（（
（

で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
す
る
と
、
宣
下
と
賜
姓
の
別
は
、
同
時
に
宮
女
と
キ
サ
キ
の
別
に
よ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
ま
た
更
衣
の
所
生
に
も
賜
姓
の
者
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
宮
女
と
一
部
更
衣
所
生
の
皇
子
女
が
賜
姓
さ
れ
た
も
の
と
考
え

る
。

　

以
上
嵯
峨
朝
に
お
け
る
源
氏
賜
姓
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
し
か
し
嵯
峨
朝
の
賜
姓
の
詔
に
は
皇
子
女
に
「
賜
二
朝
臣
之
姓
一、」
と
あ
る

の
み
で
、
源
氏
を
賜
姓
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
次
の
淳
和
朝
に
源
氏
賜
姓
の
こ
と
は
見
ら
れ
な
い
。

③
淳
和
皇
子
女

　

淳
和
朝
の
賜
姓
は
嵯
峨
朝
に
比
べ
て
皇
子
女
数
が
非
常
に
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
多
く
の
例
は
見
ら
れ
な
い
。
確
認
さ
れ
る
の
は

『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』（
以
下
『
紹
運
録
』）
並
び
に
『
日
本
三
代
実
録
』（
以
下
『
三
実
』）
貞（

八
六
三
）

観
五
年
正
月
廿
五
日
条
に
薨
伝
を
残
す
統
忠

子
で
あ
る
が
、『
紹
運
録
』
に
は
こ
の
他
に
統
熟
子
を
載
せ
る
。

　

賜
姓
は
天（

八
三
二
）

長
九
年
に
行
わ
れ
、「
今
思
旣
号
二
親
王
一、
依
レ
舊
不
レ
悛
、
同
母
後
產
、
号
レ
之
亦
同
、
自
外
並
賜
二
朝
臣
之
姓
一、
或
可
二
親
王
一

者
、
特
將
レ
定
焉
、」（『
類
三
』
二
月
十
五
日
）
と
す
る
。
即
ち
、
既
に
親
王
で
あ
る
者
と
同
母
後
産
は
親
王
と
し
、
他
に
親
王
と
す
べ
き

者
が
あ
れ
ば
特
に
定
め
る
旨
を
述
べ
る
。
ま
た
嵯
峨
朝
の
詔
同
様
、
賜
姓
に
は
朝
臣
を
賜
う
と
あ
る
の
み
で
、
源
氏
を
賜
う
と
は
明
記
さ
れ

て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
淳
和
皇
子
女
が
源
氏
で
は
な
く
統
氏
を
賜
姓
さ
れ
た
こ
と
も
詔
的
に
は
何
ら
問
題
で
は
な
い
。

　

さ
て
、
こ
の
統
氏
賜
姓
で
あ
る
が
、『
紹
運
録
』
で
は
統
熟
子
の
賜
姓
を
天（

八
二
五
）

長
二
年
、
統
忠
子
の
賜
姓
を
同
九
年
に
作
る
。
し
か
も
『
紹
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運
録
』
は
忠
子
を
仁
明
皇
女
に
作
る
が
、
年
齢
差
よ
り
仁
明
皇
女
と
す
る
こ
と
は
不
自
然
で
あ
る
た
め
、
忠
子
は
淳
和
皇
女
と
見
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
更
に
賜
姓
の
詔
が
発
さ
れ
た
の
は
天
長
九
年
で
あ
る
か
ら
、
天
長
二
年
も
九
年
の
誤
り
で
は
な
か
ろ
う
か
。
更
に
統
氏
に
は
『
三

実
』
貞
観
五
年
正
月
八
日
条
に
統
尚
子
の
名
が
見
ら
れ
、『
一
代
要
記
』（
以
下
『
一
代
』）
に
は
統
就
子
の
名
を
載
せ
る
。
ま
た
『
群
書
類

従
』
所
収
『
紹
運
録
』
で
は
忠
子
と
熟
子
を
同
一
人
物
と
見
る
旨
を
注
記
す
る
な
ど
、
度
々
こ
れ
ら
の
女
子
は
混
同
、
同
一
視
さ
れ
て
き
た
。

　

こ
れ
に
対
し
林
氏
は
、『
三
実
』
の
従
四
位
上
叙
位
に
見
ら
れ
る
統
氏
の
記
載
か
ら
、
貞（

八
六
〇
）

観
二
年
十
一
月
廿
六
日
叙
位
の
敦
子
、
同（

八
六
二
）

四
年

正
月
八
日
叙
位
の
忠
子
、
同（

八
六
三
）

五
年
正
月
八
日
叙
位
の
尚
子
の
三
人
が
存
在
し
た
こ
と
を
述
べ
、
就
子
と
熟
子
は
い
ず
れ
も
敦
子
に
字
形
が
類

似
す
る
こ
と
か
ら
同
一
人
物
と
見
做
し
た
。
こ
れ
よ
り
、
統
賜
姓
は
こ
の
三
名
と
す
る
説
で
間
違
い
無
い
で
あ
ろ
う
。
賜
姓
の
原
因
は
不
明

だ
が
、
や
は
り
生
母
の
別
に
よ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

一
方
淳
和
朝
に
は
天
長
九
年
以
後
所
生
と
な
る
皇
女
、
崇
子
・
明
子
・
同
子
も
宣
下
さ
れ
て
い
る
（『
続
日
本
後
紀
』
承（

八
三
五
）

和
二
年
正
月

廿
三
日
条
）。
こ
の
皇
女
等
は
い
ず
れ
も
同
母
後
産
に
も
当
て
は
ま
ら
ず
、
宣
下
の
理
由
は
不
明
確
で
あ
る
。
ま
た
淳
和
天
皇
の
譲
位
後
の

所
生
と
思
わ
れ
る
た
め
、
譲
位
さ
れ
た
仁
明
天
皇
が
こ
れ
を
取
り
成
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
嵯
峨
上
皇
が
淳
和
朝
以
後
も
所
生

の
嵯
峨
皇
子
女
を
源
氏
と
し
て
い
る
例
を
考
え
る
に
、
や
は
り
譲
位
後
の
所
生
で
あ
る
こ
と
は
理
由
に
は
し
難
い
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
こ
れ
ら
の
皇
女
の
生
母
の
出
身
を
見
る
と
、
崇
子
内
親
王
生
母
の
橘
船
子
は
淳
和
天
皇
の
幸
姫
に
し
て
嵯
峨
皇
后
橘
嘉
智
子
の
従

姉
妹
、
明
子
内
親
王
生
母
の
清
原
春
子
は
元
右
大
臣
清
原
夏
野
の
女
で
あ
り
真
人
姓
出
身
の
王
氏
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し

同
子
内
親
王
生
母
の
多
治
池
子
は
真
人
姓
の
出
身
で
は
あ
る
も
の
の
父
は
大
和
守
と
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
り
、
即
ち
有
力
な
出
身
で
は
な
い
。

尤
も
、
林
氏
の
説
に
よ
り
真
人
姓
で
あ
る
こ
と
を
一
因
と
す
る
な
ら
ば
宣
下
の
理
由
も
説
明
で
き
る
が
、
全
て
の
真
人
姓
の
生
母
の
子
が

宣
下
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
但
し
淳
和
天
皇
は
嵯
峨
天
皇
に
比
べ
て
皇
子
女
数
が
少
な
い
こ
と
、
ま
た

詔
の
発
布
が
退
位
の
前
年
と
非
常
に
遅
か
っ
た
こ
と
を
見
て
も
、
賜
姓
に
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
従
っ
て
多
治
池
子
所
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生
の
皇
女
も
か
ろ
う
じ
て
宣
下
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

以
上
淳
和
朝
に
は
一
様
に
統
氏
が
賜
姓
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
し
か
し
次
の
仁
明
朝
で
は
、
再
び
源
氏
賜
姓
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

④
仁
明
皇
子
女

　

仁
明
朝
で
は
承（

八
三
五
）

和
二
年
に
最
初
の
賜
姓
が
見
ら
れ
、
以
後
六
名
の
皇
子
が
賜
姓
さ
れ
た
。
な
お
そ
の
内
の
源
登
は
後
に
母
の
過
失
に
よ
り

源
氏
の
属
籍
を
削
ら
れ
、
貞
を
賜
姓
さ
れ
た
様
子
が
見
ら
れ
る
が
（『
三
実
』
貞（

八
六
六
）

観
八
年
三
月
二
日
条
）、
こ
れ
は
同
日
条
よ
り
、
嵯
峨
天
皇

の
遺
旨
に
「
母
氏
有
レ
過
者
、
其
子
不
レ
得
レ
為
二
源
氏
一、」
と
あ
る
こ
と
か
ら
別
姓
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

賜
姓
の
詔
で
は
「
如
今
所
レ
有
、
朕
之
兒
息
、
除
二
親
王
之
号
一、
賜
二
朝
臣
之
姓
一、」「
其
前
号
二
親
王
一、
依
レ
舊
不
レ
改
、
同
母
後
產
、
猶

復
一
例

制
、」（『
類
三
』
承
和
二
年
四
月
二
日
）
と
さ
れ
、
お
よ
そ
前
代
同
様
に
、
朝
臣
の
姓
を
賜
う
こ
と
、
既
に
親
王
で
あ
る
者
は
改

め
ず
、
同
母
後
産
も
同
じ
く
親
王
と
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

　

仁
明
皇
子
の
賜
姓
は
嵯
峨
朝
に
倣
い
源
氏
が
賜
姓
さ
れ
た
が
、
同
じ
く
賜
姓
さ
れ
る
者
の
名
を
一
字
名
に
統
一
す
る
と
い
う
名
付
け
の
法

則
も
嵯
峨
朝
を
踏
襲
し
て
い
る
。
先
の
淳
和
朝
で
は
統
氏
を
賜
姓
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
再
び
仁
明
朝
で
は
源
氏
を
賜
姓
し
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
嵯
峨
天
皇
と
淳
和
天
皇
が
兄
弟
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
仁
明
天
皇
が
嵯
峨
天
皇
の
子
で
あ
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
嵯
峨

天
皇
の
皇
子
女
の
内
源
氏
と
な
っ
た
者
は
仁
明
天
皇
の
兄
弟
姉
妹
で
あ
り
、
嵯
峨
天
皇
の
孫
で
あ
る
仁
明
皇
子
女
が
同
じ
源
氏
を
賜
る
こ
と

は
、
同
じ
嵯
峨
天
皇
の
血
脈
の
出
身
者
と
い
う
意
味
で
問
題
な
い
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、『
公
卿
』
等
か
ら
推
測
さ
れ
る
皇
子
女
の
生
年
及
び
賜
姓
の
時
期
か
ら
、
承
和
二
年
の
詔
発
布
以
前
に
生
ま
れ
た
皇
子
は
人
康
親

王
ま
で
の
四
名
、
並
び
に
源
氏
賜
姓
さ
れ
た
多
・
冷
・
登
等
が
い
た
と
思
わ
れ
る
。
更
に
人
康
親
王
が
天（

八
三
一
）

長
八
年
の
所
生
、
同
じ
く
賜
姓
さ

れ
た
皇
子
の
内
最
年
長
の
多
が
同
年
の
生
ま
れ
と
思
わ
れ（

（（
（

、
即
ち
こ
の
頃
＝
即
位
以
前
か
ら
賜
姓
の
構
想
が
あ
っ
た
こ
と
が
い
え
る
。
仁
明

皇
子
女
に
は
既
に
斎
王
と
な
り
得
る
皇
女
が
お
り
、
皇
太
子
も
淳
和
皇
子
に
定
ま
っ
て
お
り
、
更
に
承
和
二
年
頃
に
は
本
康
親
王
も
生
ま
れ
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て
、
父
嵯
峨
天
皇
が
親
王
と
し
て
残
し
た
五
名
と
同
数
と
な
っ
た
こ
と
で
皇
位
継
承
者
数
も
安
定
し
、
賜
姓
に
至
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

或
は
多
が
嵯
峨
皇
子
の
賜
姓
時
の
年
齢
に
近
し
い
五
歳
ほ
ど
の
適
齢
と
な
っ
た
こ
と
が
、
賜
姓
の
切
掛
け
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

宣
下
と
賜
姓
の
別
は
そ
れ
ま
で
通
り
生
母
の
出
身
に
よ
っ
て
お
り
、
宣
下
を
受
け
た
皇
子
女
の
母
に
対
し
、
賜
姓
さ
れ
た
皇
子
の
生
母
は

い
ず
れ
も
三
国
氏
・
山
口
氏
等
中
小
貴
族
の
出
身
で
あ
っ
た
。
一
方
宮
女
と
思
し
き
百
済
王
永
慶
所
生
の
高
子
内
親
王
が
宣
下
さ
れ
て
い
る

点
に
つ
い
て
は
、
仁
明
天
皇
即
位
時
、
所
生
の
皇
女
が
時
子
・
久
子
・
高
子
内
親
王
の
三
名
し
か
い
な
か
っ
た
た
め
、
斎
王
と
す
べ
く
宣
下

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
長
女
時
子
内
親
王
は
既
に
淳
和
朝
の
斎
院
を
務
め
て
お
り（

（（
（

、
久
子
内
親
王
は
天（

八
三
三
）

長
十
年
に
斎
宮
と
し
て
卜
定
さ
れ
て

い
る
た
め
、
同
天
長
十
年
に
斎
院
と
な
り
得
る
皇
女
と
し
て
、
高
子
内
親
王
が
宣
下
、
卜
定
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
更
衣
の
藤
原
賀
登
子
・
紀
種
子
所
生
の
皇
子
女
と
、
后
妃
の
位
の
不
明
な
藤
原
小
童
子
所
生
の
皇
女
も
宣
下
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

内
種
子
は
承（

八
三
九
）

和
六
年
正
五
位
下
（『
続
日
本
後
紀
』
正
月
八
日
条
）、
賀
登
子
は
承（

八
四
二
）

和
九
年
正
六
位
上
（『
同
』
正
月
八
日
条
）
と
あ
る
点
か

ら
、
こ
の
頃
入
内
、
も
し
く
は
出
産
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
い
ず
れ
も
承
和
二
年
の
詔
以
後
の
出
産
と
な
る
。
ま
た
小
童
子
に
つ
い
て
は

そ
の
詳
細
も
不
明
で
あ
る
が
、
同
様
の
頃
と
推
定
す
る
。

　

藤
原
氏
所
生
の
皇
子
女
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
の
傾
向
を
見
て
も
皆
宣
下
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
賀
登
子
は
父
が
国
司
階
級

に
留
ま
る
も
の
の
北
家
冬
嗣
の
異
母
弟
で
あ
り
、
文
徳
天
皇
生
母
と
な
っ
た
藤
原
順
子
の
従
姉
妹
に
あ
た
る
。
一
方
小
童
子
は
南
家
出
身
で

あ
る
が
、
橘
佐
為
女
を
母
と
す
る
真
友
の
孫
で
あ
り
、
父
道
長
の
生
母
は
桓
武
皇
后
藤
原
乙
牟
漏
の
従
姉
妹
に
当
た
る
。
従
っ
て
藤
原
氏
並

び
に
橘
氏
の
血
縁
と
い
う
出
身
か
ら
、
所
生
の
子
も
親
王
に
列
せ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
一
方
種
子
に
つ
い
て
は
、
父
名
虎
は
正
四
位
下

右
兵
衛
督
を
極
位
極
官
と
し
、
し
か
も
そ
の
昇
進
は
女
の
種
子
が
仁
明
天
皇
、
静
子
が
文
徳
天
皇
に
各
々
入
内
し
寵
を
得
た
こ
と
が
切
掛
け

と
さ
れ
る
よ
う
に
、
種
子
入
内
以
後
の
昇
進
で
あ
る
。
即
ち
父
や
氏
族
の
後
ろ
盾
に
よ
っ
て
所
生
の
皇
子
女
が
宣
下
し
た
と
は
言
い
難
い
。

し
か
し
種
子
の
入
内
の
影
響
か
、
種
子
の
弟
有
常
は
承（

八

四

四

）

和
十
一
年
の
初
叙
に
前
後
し
て
藤
原
内
麻
呂
女
を
室
と
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
更
に
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妹
の
某
は
仁
明
女
御
貞
子
の
兄
弟
有
貞
の
室
と
な
る
等
、
藤
原
氏
と
の
接
近
が
窺
え
、
即
ち
藤
原
氏
と
の
縁
戚
に
よ
る
出
世
へ
の
下
地
が
種

子
入
内
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
そ
の
後
の
名
虎
の
昇
進
と
種
子
の
二
子
出
産
か
ら
も
、
種
子
が
仁
明
天
皇
に

寵
妃
と
し
て
遇
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
た
め
、
こ
れ
ら
が
所
生
の
皇
子
女
の
宣
下
に
影
響
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

以
上
、
更
衣
で
あ
っ
た
三
国
氏
所
生
の
皇
子
が
賜
姓
さ
れ
る
一
方
で
同
じ
く
更
衣
で
あ
る
紀
種
子
所
生
の
皇
子
女
が
宣
下
さ
れ
た
例
を
見

て
き
た
が
、
こ
れ
ら
よ
り
姓
は
関
係
な
く
、
出
身
氏
族
の
影
響
力
が
宣
下
と
賜
姓
の
別
に
反
映
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
そ
こ
に
は
天
皇
の
寵
と
い
う
個
人
的
感
情
に
左
右
さ
れ
た
面
も
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

2　

原
則
の
踏
襲

⑤
文
徳
皇
子
女

　

文
徳
朝
最
初
の
賜
姓
の
詔
は
仁（

八
五
三
）

寿
三
年
に
発
布
さ
れ
、「
除
二
親
王
之
号
一、
賜
二
朝
臣
之
姓
一、
弈
代
相
沿
、
已
爲
二
成
式
一、
誠
冝
下
陶
二
聖

風
一
而
長
扇
、
共
二
源
氏
一
而
混
上レ
流
、」「
但
前
号
二
親
王
一、
不
レ
在
二
此
限
一、
同
母
後
產
、
亦
復
一
例
、」（『
類
三
』
二
月
十
九
日
）
と
あ
り
、

お
よ
そ
承
和
の
勅
と
相
違
な
く
、
更
に
賜
姓
が
「
弈
代
相
沿
、
已
爲
二
成
式
一、」
と
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て

そ
れ
ま
で
同
様
に
既
に
親
王
で
あ
る
者
は
改
め
ず
、
同
母
後
産
を
同
じ
と
す
る
生
母
別
に
よ
る
こ
と
を
述
べ
る
。

　

詔
の
発
布
の
三
年
前
に
は
惟（

清
和
天
皇
）

仁
親
王
が
生
ま
れ
て
お
り
、
親
王
宣
下
の
年
齢
が
一
～
五
歳
、
特
に
二
、
三
歳
頃
で
あ
る
例
が
多
い
こ
と
か

ら
も
、
惟
仁
親
王
の
宣
下
を
機
に
賜
姓
が
行
わ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
更
に
惟
仁
親
王
は
第
四
皇
子
で
あ
り
、
仁
明
朝
賜
姓
時
の
親
王
も

四
～
五
名
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
点
か
ら
、
嵯
峨
朝
以
来
そ
の
前
後
の
人
数
が
一
定
の
基
準
と
な
っ
て
賜
姓
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
ま
た
仁
寿
三
年
時
に
は
既
に
九
歳
と
な
る
皇
子
源
能
有
等
が
あ
り
、
即
位
時
か
ら
宣
下
を
保
留
さ
れ
続
け
た
こ
と
を
見
て
も
、
や
は

り
即
位
前
か
ら
賜
姓
の
構
想
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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宣
下
さ
れ
た
皇
子
女
の
生
母
に
は
女
御
の
藤
原
明
子
（
良
房
女
）
を
始
め
、
后
妃
の
別
の
分
か
ら
な
い
列
子
・
今
子
ら
藤
原
氏
と
、
同
じ

く
后
妃
の
位
の
不
明
な
仁
明
女
御
滋
野
縄
子
の
妹
奥
子
、
仁
明
更
衣
紀
種
子
の
妹
静
子
の
二
人
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
他
に
も
藤
原
氏
出
身
の

キ
サ
キ
に
古
子
・
年
子
・
多
賀
幾
子
・
是
子
等
が
お
り
、
女
御
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
（『
文
実
』
嘉（

八
五
〇
）

祥
三
年
七
月
九
日
条
）、
後
宮
に
お

け
る
藤
原
氏
の
増
加
と
共
に
、
彼
女
等
は
殊
更
の
優
遇
を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

滋
野
奥
子
・
紀
静
子
所
生
の
皇
子
女
へ
の
宣
下
は
、
各
々
の
姉
所
生
の
皇
子
女
が
宣
下
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
い
ず
れ
も
不
自
然

な
こ
と
で
は
な
い
が
、
し
か
し
奥
子
の
従
姉
妹
で
あ
る
岑
子
所
生
の
皇
子
は
賜
姓
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
出
身
氏
族
だ
け
が
原
因
で
は

な
い
だ
ろ
う
。
尤
も
奥
子
に
つ
い
て
は
姉
が
女
御
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
同
じ
く
女
御
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
そ
れ
が
子
女
の
宣
下

の
理
由
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
更
に
父
貞
主
は
正
四
位
下
参
議
宮
内
卿
に
至
っ
た
人
物
で
、
貞
主
家
が
多
く
の
皇
子
女
を
得
て
繁

盛
し
た
の
は
貞
主
の
思
い
や
り
が
あ
り
情
け
深
い
性
格
の
お
か
げ
で
あ
っ
た
（『
文
実
』
仁（

八
五
二
）

寿
二
年
二
月
八
日
条
）
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
父

が
評
判
の
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
長
女
縄
子
が
穏
や
か
で
立
ち
居
振
る
舞
い
も
整
っ
た
仁
明
天
皇
の
寵
妃
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
同
じ
く

奥
子
も
容
貌
に
優
れ
文
徳
天
皇
の
寵
を
得
た
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
が
影
響
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
（
同
日
条
）。

　

一
方
の
静
子
の
后
妃
の
位
は
明
確
で
は
な
い
が
、『
古
今
和
歌
集
目
録
』
は
御
息
所
と
し
、『
作
者
部
類
』
は
更
衣
と
す
る
た
め
、
東
宮
に

入
侍
し
御
息
所
と
称
さ
れ
た
後
、
更
衣
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
呼
称
も
『
紀
氏
系
図
』『
歴
代
編
年
集
成
』
に
て
「
三
條
町
」、

『
古
今
和
歌
集
』
に
て
「
三
條
の
町
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
女
御
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
で
は
な
ぜ
静
子
所
生
の
皇
子
女
が

宣
下
さ
れ
た
か
と
い
う
と
、
第
一
皇
子
惟
喬
親
王
の
生
母
で
あ
っ
た
こ
と
が
一
因
で
は
な
か
ろ
う
か
。
例
え
ば
、『
西
宮
記
』「
五
日
叙
位

儀
」
に
は
「
一
親
王
及
后
腹
、
一
度
三
品
、
余
四
品
、」
と
あ
っ
て
、
長
男
と
な
る
親
王
及
び
后
腹
の
親
王
が
他
の
親
王
に
対
し
初
叙
に
お

い
て
優
遇
さ
れ
三
品
を
授
け
ら
れ
る
規
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
生
母
に
関
わ
ら
ず
長
男
は
別
格
の
扱
い
で
あ
っ
た
こ

と
が
い
え
る
。
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従
っ
て
、
滋
野
奥
子
は
女
御
、
或
は
天
皇
の
寵
に
よ
っ
て
。
紀
静
子
は
寵
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
所
生
の
皇
子
が
第
一
皇
子
で
あ
っ
た
た

め
、
各
々
の
所
生
の
皇
子
女
が
宣
下
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。

　

対
す
る
賜
姓
さ
れ
た
皇
子
女
の
生
母
に
つ
い
て
は
、
清
原
氏
・
多
治
氏
等
淳
和
朝
で
は
宣
下
さ
れ
て
い
た
出
身
者
に
加
え
、
伴
氏
・
菅
原

氏
・
布
勢
氏
が
見
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
中
小
貴
族
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
伴
氏
に
つ
い
て
は
文
徳
朝
に
参
議
に
至
っ
た
伴
善
男
等
が
あ
る

も
の
の
、
源
能
有
の
生
母
と
伝
え
ら
れ
る
伴
氏
は
詳
し
い
出
身
も
不
詳
で
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
は
有
力
と
さ
れ
な
い
出
身
で
あ
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　

以
上
よ
り
文
徳
朝
は
、
仁
明
朝
に
親
王
と
さ
れ
た
皇
子
女
の
生
母
と
同
じ
出
身
氏
族
の
キ
サ
キ
所
生
の
皇
子
女
が
同
様
に
宣
下
さ
れ
、
そ

こ
か
ら
除
か
れ
る
中
小
貴
族
所
生
の
皇
子
女
が
賜
姓
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
多
く
の
藤
原
氏
子
女
が
入
内
し
た
例
か
ら
、
外
戚
と
し
て

の
藤
原
氏
勢
力
の
急
速
な
拡
大
と
、
加
え
て
前
代
か
ら
の
後
宮
の
様
相
が
こ
の
宣
下
と
賜
姓
の
別
に
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

⑥
清
和
皇
子
女

　

次
の
清
和
朝
最
初
の
賜
姓
は
、
貞（

八

七

三

）

観
十
五
年
に
行
わ
れ
た
。
勅
の
内
容
は
前
代
ま
で
と
殆
ど
同
じ
で
あ
る
が
、
更
に
「
故
其
不
レ
獲
レ
已

者
、
擇
レ
之
以
爲
二
親
王
一、」「
唯
湏
下
其
後
一
世
早
停
二
王
号
一
卽
賜
中
朝
臣
上、
以
節
二
國
家
之
經
用
一、」（『
類
三
』
四
月
廿
一
日
）
と
あ
り
、
已

む
を
得
ざ
る
者
を
択
ん
で
親
王
と
す
る
事
、
ま
た
王
に
つ
い
て
も
、
従
来
よ
り
一
世
早
く
王
号
を
止
め
朝
臣
を
賜
う
旨
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
「
其
号
二
親
王
一
者
、
同
母
後
產
、
並
同
盡（

畫
）一

、」（
同
上
）
と
あ
り
、
そ
れ
ま
で
同
様
同
母
後
産
を
同
じ
と
す
る
生
母
別
で
あ
る
こ
と

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
清
和
朝
の
賜
姓
は
復
数
人
へ
の
宣
下
も
同
時
に
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
は
宣
下
さ
れ
た
者
が
八
名
、
賜
姓
さ

れ
た
者
が
五
名
の
計
十
三
名
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
前
の
宣
下
の
例
も
貞（

陽
成
天
皇
）

明
親
王
の
一
例
の
み
で
あ
る
。

　

貞（
八
六
八
）

観
十
年
十
二
月
十
六
日
所
生
の
貞
明
親
王
は
、
翌
年
二
月
一
日
に
生
後
三
ヶ
月
で
立
太
子
さ
れ
て
お
り
、
親
王
宣
下
も
そ
の
間
に
行
わ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
間
も
な
く
貞
固
・
貞
元
親
王
等
が
生
ま
れ
て
い
る
は
ず
だ
が
、
彼
等
は
早
々
と
宣
下
さ
れ
た
貞
明
親
王
に
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対
し
四
～
五
歳
ま
で
宣
下
を
保
留
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
貞
明
親
王
の
早
す
ぎ
る
立
太
子
に
際
し
、
夭
折
の
危
険
性
も
残
る
中
、
第
二
・

第
三
皇
子
の
宣
下
を
保
留
さ
せ
た
か
っ
た
藤
原
氏
の
意
図
が
影
響
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
後
貞
観
十
五
年
に
は
貞
明
親
王
も

六
歳
と
な
り
夭
折
の
可
能
性
も
減
少
し
た
ば
か
り
か
、
同
母
弟
と
な
る
藤
原
高
子
（
長
良
女
）
所
生
の
貞
保
親
王
も
誕
生
し
て
お
り
、
源
氏

と
す
べ
き
皇
子
も
一
定
数
生
ま
れ
て
い
た
た
め
に
、
同
時
に
宣
下
と
賜
姓
の
こ
と
が
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。

　

そ
の
宣
下
と
賜
姓
の
別
は
生
母
の
出
身
氏
族
に
よ
っ
て
お
り
、
宣
下
さ
れ
た
皇
子
女
の
生
母
は
外
戚
藤
原
氏
、
嵯
峨
皇
后
嘉
智
子
を
通
し

て
外
戚
と
な
る
橘
氏
、
並
び
に
皇
親
と
な
る
女
王
、
近
親
の
王
氏
と
な
る
在
原
氏
で
あ
り
、
父
は
参
議
以
上
か
各
省
大
輔
ク
ラ
ス
で
あ
る
。

唯
一
藤
原
良
近
が
こ
の
時
右
中
弁
で
あ
る
が
、
藤
原
氏
と
あ
っ
て
こ
れ
に
含
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
の
賜
姓
さ
れ
た
皇
子
女
の
生
母
は
、

賀
茂
氏
・
大
野
氏
・
佐
伯
氏
等
、
や
は
り
中
小
貴
族
の
子
女
と
な
っ
て
い
る
。
更
に
貞（

八

七

六

）

観
十
八
年
に
は
正
六
位
木
工
允
で
し
か
な
い
藤
原
眞

宗
女
（
更
衣
）
所
生
の
皇
子
貞
頼
が
宣
下
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
既
に
藤
原
氏
が
外
戚
と
い
う
だ
け
で
宣
下
さ
れ
る
等
、
出
身
氏
族
が

大
き
く
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
原
則
か
ら
行
く
と
、
清
和
朝
に
問
題
と
な
り
得
る
事
例
は
な
い
。

⑦
陽
成
皇
子
女

　

次
の
陽
成
天
皇
は
、
藤
原
氏
を
外
戚
と
し
九
歳
で
受
禅
さ
れ
た
も
の
の
、
摂
政
藤
原
基
経
と
の
反
目
に
よ
り
若
く
し
て
退
位
し
た
天
皇
で

あ
る
。
従
っ
て
所
生
の
皇
子
女
も
皆
退
位
後
の
所
生
と
な
る
た
め
、
賜
姓
の
詔
も
見
ら
れ
な
い
。
但
し
『
尊
卑
分
脈
』（
以
下
『
尊
卑
』）、

『
紹
運
録
』（
村
上
本
）、『
帝
王
系
図
』（
吹
上
本
）
よ
り
、
延（

九
二
五
）

長
三
年
に
清
蔭
・
清
鑒
・
清
遠
の
三
名
が
賜
姓
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

そ
の
生
母
は
紀
氏
・
伴
氏
・
佐
伯
氏
で
あ
り
、
一
方
藤
原
氏
・
皇
親
の
所
生
は
宣
下
と
、
清
和
朝
と
同
様
の
傾
向
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
て
取

れ
る
。

　

し
か
し
延
長
三
年
の
賜
姓
時
、『
公
卿
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
生
年
か
ら
計
算
し
た
源
清
蔭
の
年
齢
は
四
十
二
歳
と
高
齢
に
な
り
、
非
常

に
不
自
然
で
あ
る
。
ま
た
清
蔭
は
延（

九
〇
三
）

喜
三
年
に
従
四
位
に
叙
さ
れ
て
お
り
（『
公
卿
』）、
即
ち
品
位
で
な
く
位
階
で
あ
る
点
か
ら
も
、
賜
姓
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以
前
に
親
王
で
あ
っ
た
可
能
性
も
な
か
ろ
う
。
或
は
親
王
と
も
源
氏
と
も
定
め
ら
れ
ず
王
と
い
う
曖
昧
な
立
場
で
有
り
続
け
た
可
能
性
に
つ

い
て
は
、
父
陽
成
上
皇
が
存
命
中
で
あ
り
、
か
つ
清
蔭
が
二
十
歳
前
後
で
通
常
通
り
初
叙
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
も
、
や
は
り
考
え
難
い
。

　

そ
こ
で
『
尊
卑
』
の
表
記
を
よ
り
深
く
検
討
す
る
と
、
清
鑒
項
に
お
け
る
「
延
長
三
五
廿
」
の
表
記
が
、
前
田
家
本
、
内
閣
文
庫
本
で
は

欠
け
て
い
る
こ
と
、
並
び
に
清
遠
項
に
お
け
る
「
延
長
」
の
表
記
が
、
前
田
家
脇
坂
本
、
前
田
家
本
、
内
閣
文
庫
本
で
は
「
延
木（

喜
）」

と
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
即
ち
「
延
長
」
が
「
延
喜
」
の
誤
り
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
尤
も
延
喜
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
延
喜
三
年

五
月
二
十
日
の
賜
姓
で
は
清
蔭
の
延
喜
三
年
一
月
の
叙
位
に
は
間
に
合
わ
な
い
が
、
し
か
し
長
く
親
王
と
も
源
氏
と
も
定
め
ら
れ
ず
に
い
た

も
の
が
延
喜
三
年
に
到
り
初
叙
を
機
に
賜
姓
さ
れ
た
と
い
う
方
が
、
延
長
三
年
に
四
十
代
で
賜
姓
さ
れ
た
と
す
る
よ
り
は
は
る
か
に
可
能
性

と
し
て
有
り
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

以
上
嵯
峨
～
陽
成
朝
の
宣
下
と
賜
姓
の
別
を
見
て
き
た
が
、
い
ず
れ
も
一
貫
し
て
一
定
時
期
以
後
所
生
の
皇
子
女
を
、
同
母
後
産
の
原
則

に
よ
り
、
生
母
別
に
よ
っ
て
宣
下
・
賜
姓
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
更
に
そ
の
生
母
は
、
初
め
は
キ
サ
キ
と
宮
女
の
別
、
並
び
に
更
衣
の

内
出
身
勢
力
の
弱
い
者
か
ら
賜
姓
さ
れ
る
皇
子
女
が
選
ば
れ
て
い
た
が
、
仁
明
朝
以
後
藤
原
氏
等
の
有
力
氏
族
出
身
の
キ
サ
キ
に
加
え
、
天

皇
の
寵
が
宣
下
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
り
、
更
に
清
和
朝
以
後
、
明
確
に
出
身
氏
族
に
よ
っ
て
選
別
さ
れ
る
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
宣
下
さ
れ
る
者
の
選
別
は
そ
の
ま
ま
キ
サ
キ
の
選
別
と
も
比
例
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
清
和
朝
の
よ
う

な
生
母
氏
族
を
限
定
し
て
行
わ
れ
る
宣
下
の
例
か
ら
は
、
皇
親
の
血
筋
が
母
系
を
通
し
て
よ
り
限
定
さ
れ
た
も
の
へ
と
集
束
さ
れ
て
い
く
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
宣
下
さ
れ
た
皇
子
女
の
生
母
の
出
身
は
、
天
皇
と
近
親
に
な
る
藤
原
氏
・
橘
氏
・
皇
親
・
王
氏
等
で
あ
り
、
と

り
わ
け
藤
原
氏
の
子
女
が
多
く
、
父
の
身
分
に
も
関
わ
ら
ず
出
身
氏
族
だ
け
で
所
生
の
皇
子
女
が
宣
下
さ
れ
た
例
か
ら
、
そ
こ
に
は
藤
原
氏

の
後
宮
政
策
の
中
で
、
血
統
と
外
戚
関
係
を
通
し
て
皇
親
す
ら
も
掌
握
せ
ん
と
す
る
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
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二　

賜
姓
の
原
則
の
変
革
と
終
焉

1　

皇
統
の
転
換
に
よ
る
変
則
的
な
賜
姓

⑧
光
孝
皇
子
女

　

陽
成
天
皇
の
退
位
に
よ
り
思
い
が
け
ず
即
位
し
た
光
孝
天
皇
は
、
即
位
後
間
も
な
い
元（

八
八
四
）

慶
八
年
六
月
二
日
、
先
に
斎
王
と
し
て
内
親
王

宣
下
し
た
二
名
の
皇
女
を
除
き
、
全
て
の
皇
子
女
を
賜
姓
し
た
。
そ
れ
以
前
、
貞（

八

七

〇

）

観
十
二
年
二
月
十
四
日
の
時
点
で
も
光
孝
天
皇
は
所
生
の

王
十
四
名
を
賜
姓
し
て
お
り
、
元
慶
八
年
時
既
に
亡
く
な
っ
て
い
た
子
を
除
い
た
源
旧
鑒
・
是
忠
・
是
貞
等
が
重
複
し
て
賜
姓
さ
れ
て
い
る（

（（
（

（『
三
実
』）。
更
に
時
服
月
俸
に
預
か
っ
て
い
る
「
空
性
」
と
い
う
僧
が
貞
恒
の
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
後
に
還
俗
し
、
寛（

八
九
六
）

平
八
年
再
び
源

氏
と
な
っ
て
い
る
（『
紹
運
録
』）。
即
位
後
こ
の
よ
う
に
重
複
し
て
賜
姓
が
行
わ
れ
た
の
は
、
一
世
源
氏
と
二
世
源
氏
で
は
時
服
月
俸
、
初

叙
等
に
も
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
改
め
て
一
世
源
氏
と
し
て
賜
姓
し
な
お
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
貞（

八

七

〇

）

観
十
二
年
に
は
公
損
が
少
な
い
こ
と

を
理
由
に
賜
姓
さ
れ
な
か
っ
た
女
王
も
、
元
慶
八
年
に
は
賜
姓
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た（

（（
（

。

　

そ
も
そ
も
光
孝
天
皇
が
斎
王
を
除
く
全
て
の
皇
子
女
を
賜
姓
し
た
の
は
、
即
位
の
擁
立
者
で
あ
る
藤
原
基
経
へ
の
恩
義
か
ら
、
自
身
の
皇

子
女
を
皇
位
継
承
者
の
列
か
ら
除
き
、
次
代
こ
そ
は
基
経
が
外
戚
と
な
る
天
皇
が
即
位
で
き
る
よ
う
に
と
の
配
慮
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
基
経
は
血
縁
の
あ
る
皇
太
子
の
擁
立
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
光
孝
天
皇
の
晩
年
に
至
っ
て
も
、
未
だ
皇
太
子
は
立
っ
て

い
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
遂
に
仁（

八
八
七
）

和
三
年
八
月
二
十
五
日
、
光
孝
天
皇
の
薨
去
の
直
前
に
な
り
、
元
慶
八
年
に
源
氏
賜
姓
さ
れ
て
い

た
源（

宇
多
天
皇
）

定
省
が
親
王
に
復
さ
れ
、
翌
日
立
太
子
、
踐
祚
す
る
事
態
と
な
る
（『
日
本
紀
略
』（
以
下
『
紀
略
』））。
即
ち
、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
退

位
と
即
位
に
よ
る
皇
統
と
政
局
の
転
換
が
、
源
氏
か
ら
親
王
に
復
し
た
天
皇
が
即
位
す
る
、
と
い
う
更
な
る
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
生
む
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
源
氏
は
、
親
王
に
復
さ
れ
る
可
能
性
を
持
っ
た
存
在
へ
と
変
化
し
た
。
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⑨
宇
多
皇
子
女

　

源
氏
か
ら
復
し
て
即
位
し
た
宇
多
天
皇
の
皇
権
は
脆
弱
で
あ
り
、
治
世
当
初
に
お
け
る
基
経
と
の
確
執
も
あ
っ
て
長
く
近
親
へ
の
宣
下
は

な
く
、
即
位
の
二
年
後
の
寛（

八
八
九
）

平
元
年
に
よ
う
や
く
皇
子
へ
の
宣
下
が
初
見
す
る
。
こ
の
時
宣
下
を
受
け
た
皇
子
四
名
は
い
ず
れ
も
即
位
以
前

の
所
生
で
あ
り
、
即
ち
源
氏
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
も
源
氏
か
ら
親
王
へ
と
復
さ
れ
た
例
と
な
る
。

　

さ
て
、
宇
多
朝
に
て
確
認
で
き
る
賜
姓
は
源
順
子
・
臣
子
の
二
名
だ
け
で
あ
る
。
宇
多
天
皇
と
同
じ
血
統
と
な
る
皇
子
女
は
光
孝
天
皇

の
一
斉
賜
姓
に
よ
り
殆
ど
存
在
し
て
お
ら
ず
、
皇
権
の
弱
い
宇
多
天
皇
は
宇
多
系
の
皇
親
を
増
産
さ
せ
る
た
め
に
も
皇
子
女
の
賜
姓
を
避
け

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
た
め
か
、
光
孝
～
醍
醐
朝
に
は
近
親
婚
も
多
く
見
ら
れ
、
光
孝
血
統
の
皇
親
の
結
束
を
固
め
、
皇
権
を
正
統
化

せ
ん
と
す
る
意
図
が
見
ら
れ
る（

（（
（

。
従
っ
て
、
基
本
的
に
は
全
て
の
皇
子
女
に
宣
下
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
同
時
に
、
宇
多
皇
子
女
は
生
母
不
詳
の
成
子
内
親
王
・
戴
明（

（（
（

・
行
中
親
王
の
他
は
藤
原
氏
・
橘
氏
・
源
氏
・
皇
親
を
生
母
と
し
て

お
り
、
即
ち
こ
れ
ま
で
も
宣
下
に
預
か
っ
て
き
た
氏
族
出
身
の
生
母
で
あ
る
。
一
方
賜
姓
さ
れ
た
順
子
の
生
母
は
『
菅
原
氏
系
図
』
等
よ
り

菅
原
氏
の
出
身
と
思
わ
れ
、
後
に
菅
原
道
真
等
が
台
頭
す
る
も
の
の
、
前
代
か
ら
の
通
例
で
は
宣
下
に
預
か
ら
な
い
生
母
で
あ
っ
た
か
ら
、

当
然
そ
れ
ま
で
同
様
生
母
の
出
身
に
よ
り
宣
下
と
賜
姓
が
分
け
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
以
下
、
源
順
子
に
つ
い
て
掘
り
下

げ
て
考
察
し
て
ゆ
く（

（（
（

。

　

そ
も
そ
も
順
子
は
『
紹
運
録
』
や
『
帝
王
系
図
』
に
「
配
二
貞
信
公
一、」、『
一
代
』
に
「
適
二
貞
信
公
一、」
と
あ
り
、
藤
原
忠
平
室
と
な
り

実
頼
を
生
ん
だ
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
角
田
文
衛
氏（

（（
（

は
、『
紀
貫
之
集
』
延（

九
二
四
）

長
二
年
忠
平
北
方
の
五
十
算
賀
の
記
事
よ

り
順
子
の
生
年
を
逆
算
す
る
と
宇
多
天
皇
と
の
年
齢
差
が
九
つ
し
か
な
い
こ
と
か
ら
、
順
子
が
光
孝
皇
女
で
、
後
に
宇
多
養
女
と
な
っ
た
と

す
る
説
を
提
示
さ
れ
た
。
一
方
で
林
氏
は
、
こ
の
『
紀
貫
之
集
』
の
五
十
算
賀
は
四
十
算
賀
の
誤
り
で
あ
る
と
し
、
宇
多
天
皇
と
の
年
齢
差

の
解
消
を
図
っ
た
。
更
に
島
田
と
よ
子
氏（

（（
（

は
、
従
来
の
延（

九
二
五
）

長
三
年
の
忠
平
室
卒
去
の
記
事
よ
り
、
こ
れ
を
順
子
の
死
去
と
見
る
説
で
は
、
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『
大
和
物
語
』
に
お
け
る
実
頼
の
母
の
菅（

順

子

）

原
の
君
が
没
し
、
そ
の
服
喪
が
明
け
た
頃
に
宇
多
法
皇
の
仲
介
に
よ
っ
て
忠
平
に
禁
色
が
勅
許
さ

れ
た
と
す
る
記
事
に
つ
い
て
、
延
長
三
年
に
は
既
に
忠
平
が
正
二
位
左
大
臣
と
な
っ
て
お
り
、
非
参
議
四
位
以
下
を
対
象
と
す
る
禁
色
勅
許

を
受
け
る
に
は
相
応
し
く
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
卒
去
の
記
事
が
順
子
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
述
べ
ら
れ
た
。
即
ち
、
延
長
三
年
に

没
し
た
の
は
忠
平
の
も
う
一
人
の
室
で
あ
る
源
能
有
女
昭
子
で
あ
る
と
し
、
順
子
の
没
年
は
実
頼
を
生
ん
だ
昌（

九
〇
〇
）

泰
三
年
か
ら
、
忠
平
が
参
議

と
な
る
延（

九
〇
八
）

喜
八
年
の
間
と
想
定
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
同
じ
く
『
紀
貫
之
集
』
に
見
ら
れ
る
五
十
算
賀
も
、
こ
の
時
に
は
既
に
順
子
は
没
し

て
お
り
、
従
っ
て
源
昭
子
の
た
め
の
五
十
算
賀
で
あ
っ
た
と
見
る
。
こ
の
説
で
あ
れ
ば
延
長
三
年
四
月
没
を
順
子
と
す
る
説
に
対
し
、『
後

撰
和
歌
集
』
忠
平
の
和
歌
の
詞
書
に
あ
る
「
七
月
ば
か
り
に
、
左
大
臣
の
母
身
ま
か
り
け
る
時
」
と
い
う
内
容
に
も
齟
齬
は
無
く
な
り
、
ま

た
五
十
算
賀
と
も
関
係
が
な
く
な
る
た
め
、
順
子
の
生
年
は
不
明
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
例
え
ば
、
順
子
が
二
十
歳
で
実
頼
を
生
ん
だ
と
し

て
も
順
子
の
所
生
は
元（

八
八
一
）

慶
五
年
と
な
り
、
時
に
宇
多
天
皇
は
十
五
歳
で
あ
る
。
今
少
し
順
子
の
出
産
年
齢
が
若
か
っ
た
と
考
え
て
も
問
題
は

な
く
、
宇
多
皇
女
と
い
う
史
料
を
疑
う
必
要
は
な
く
な
ろ
う
。
従
っ
て
、
や
は
り
順
子
は
宇
多
皇
女
と
し
て
見
る
べ
き
で
あ
る（

（（
（

。

　

順
子
が
宇
多
天
皇
の
実
子
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
恐
ら
く
は
宇
多
天
皇
二
十
代
以
前
の
所
生
で
あ
ろ
う
か
ら
、
即
位
以
前
の
子
と
な
る
。

即
位
以
前
の
所
生
で
も
、
藤
原
胤
子
・
橘
義
子
所
生
の
皇
子
四
名
は
寛（

八
八
九
）

平
元
年
に
宣
下
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
共
に
更

衣
で
あ
っ
た
か
ら
（『
紀
略
』）、
こ
の
宣
下
が
生
母
の
后
妃
の
別
に
よ
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
順
子
の
生

母
は
『
菅
原
氏
系
図
』
道
真
女
項
に
「
寛
平
妃
衍
子
、
欣（

順
子
）子

母
、」
と
あ
る
人
物
で
、『
北
野
天
神
御
傳
』
昌（

八
九
九
）

泰
二
年
三
月
条
に
「
于
時
大
臣

長
女
、
寛
平
太
上
天
皇
女
御
、」、
同
じ
く
『
尊
卑
』
衍
子
項
に
「
寛
平
女
御
」
と
見
え
、
道
真
の
長
女
で
あ
り
、
寛（

八
九
六
）

平
八
年
十
一
月
二
十
六

日
に
宇
多
女
御
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
（『
紀
略
』）。
こ
れ
は
宇
多
朝
後
半
か
ら
の
菅
原
道
真
の
昇
進
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
し

か
し
母
が
女
御
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
順
子
が
親
王
に
復
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
異
例
の
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
こ
の
こ
と
に
は
前
例
が
存
在
し
て
い
る
。
即
ち
、
光
孝
天
皇
の
全
皇
子
女
へ
の
賜
姓
に
よ
り
、
光
孝
朝
に
は
女
御
と
な
っ
た
班
子
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女
王
所
生
の
皇
子
女
が
皆
賜
姓
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
等
は
宇
多
天
皇
即
位
後
に
宇
多
同
母
兄
弟
姉
妹
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
親
王
に

復
さ
れ
た
が
、
順
子
の
場
合
は
兄
弟
が
即
位
し
た
例
も
無
い
た
め
、
親
王
と
さ
れ
る
こ
と
も
無
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
即
ち
、
順
子

は
源
氏
賜
姓
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
源（

宇
多
天
皇
）

定
省
所
生
の
二
世
源
氏
と
し
て
生
ま
れ
、
そ
の
後
父
の
即
位
に
際
し
て
も
、
親
王
に
復
す
と
い
う

イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
事
態
に
預
か
ら
な
か
っ
た
た
め
に
、
源
氏
の
ま
ま
据
え
置
か
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

一
方
胤
子
・
義
子
所
生
の
皇
子
女
が
親
王
と
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
、
林
氏
は
、
光
孝
天
皇
の
即
位
は
基
経
が
定
省
を
皇
嗣
に
考
慮
し
た
上

で
推
戴
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
、
従
っ
て
仁（

八
八
五
）

和
元
年
に
産
ま
れ
た
維

（
醍
醐
天
皇
）城

（
敦
仁（

（（
（

）・
斉
中
は
身
分
を
留
保
し
、
宇
多
即
位
後
に
晴
れ
て

宣
下
が
行
わ
れ
た
も
の
と
す
る
。
し
か
し
定
省
が
源
氏
で
あ
る
以
上
、
所
生
の
子
は
そ
の
時
点
で
源
氏
と
し
て
生
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

そ
も
そ
も
身
分
を
留
保
さ
れ
る
と
い
う
前
提
に
誤
り
が
あ
ろ
う
。
ま
た
宇
多
天
皇
即
位
直
後
の
宣
下
で
な
か
っ
た
こ
と
を
見
て
も
、
当
初
は

や
は
り
藤
原
温
子
（
基
経
女
）
の
皇
子
誕
生
が
望
ま
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
生
ま
れ
た
の
は
皇
女
の
み
で
あ
り
、
し
か
も
皇
女
を
所

生
し
た
寛（

八
九
二
）

平
二
年
十
二
月
に
は
基
経
が
関
白
を
辞
任
、
翌
一
月
に
薨
じ
て
お
り
、
宇
多
天
皇
は
基
経
の
圧
力
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
。
お
そ

ら
く
は
温
子
の
懐
妊
に
皇
子
誕
生
の
望
み
を
か
け
た
上
で
、
皇
位
継
承
者
の
安
定
と
、
従
来
宣
下
に
預
か
っ
て
き
た
出
身
の
生
母
に
対
す
る

考
慮
で
、
寛
平
元
年
に
宣
下
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

以
上
よ
り
、
順
子
が
源
氏
と
な
っ
た
の
は
、
そ
も
そ
も
源
氏
と
し
て
生
ま
れ
て
お
り
、
特
に
親
王
に
復
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
と

推
測
し
た
。
同
時
に
順
子
が
十
代
の
早
い
段
階
よ
り
藤
原
忠
平
室
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
も
注
目
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
内
親

王
が
臣
下
に
降
嫁
す
る
こ
と
は
律
令
的
に
不
可
能
で
あ
る
が
、
一
世
源
氏
が
臣
下
に
嫁
い
だ
例
は
、
過
去
に
嵯
峨
天
皇
が
皇
女
源
潔
姫
を
藤

原
良
房
に
降
嫁
さ
せ
た
例
が
あ
り
、
宇
多
天
皇
が
そ
の
先
例
を
用
い
て
、
順
子
を
源
氏
の
ま
ま
据
え
置
き
、
藤
原
氏
に
娶
ら
せ
る
こ
と
で
藤

原
氏
と
の
紐
帯
を
築
こ
う
と
し
た
こ
と
は
大
い
に
考
え
得
る
こ
と
で
あ
ろ
う（

（（
（

。
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2　
「
同
母
後
産
」
の
消
失

⑩
醍
醐
皇
子
女

　

源
順
子
・
臣
子
と
い
う
そ
も
そ
も
源
氏
と
し
て
生
ま
れ
た
二
名
の
皇
女
の
宣
下
を
留
め
た
他
、
全
て
の
皇
子
女
に
宣
下
を
行
っ
た
宇
多
朝

に
対
し
、
醍
醐
朝
で
も
所
生
の
皇
子
女
は
順
当
に
皆
宣
下
を
受
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
源
高
明
以
後
、
治
世
の
後
半
に
な
っ
て
急

遽
賜
姓
の
こ
と
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

こ
の
醍
醐
皇
子
女
の
賜
姓
に
つ
い
て
、
林
氏
は
延（

九
一
四
）

喜
十
四
～
十（

九
一
九
）

九
年
生
年
の
皇
子
女
が
賜
姓
さ
れ
た
点
を
指
摘
し
、
一
方
醍
醐
天
皇
崩
御

後
に
賜
姓
さ
れ
た
と
思
し
き
源
為
明
・
盛
明
に
つ
い
て
は
、
前
者
は
父
が
公
卿
で
無
か
っ
た
こ
と
、
後
者
は
天
皇
崩
御
後
の
例
で
あ
っ
た
た

め
旧
来
の
原
則
に
従
い
賜
姓
さ
れ
た
と
す
る
。
し
か
し
こ
の
原
則
は
醍
醐
朝
の
実
例
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
安
易
に
旧
来
の
原
則
を

用
い
た
と
は
し
難
い
。
次
に
安
田
氏
は
藤
原
忠
平
の
政
権
掌
握
に
よ
り
延
喜
十
四
年
頃
か
ら
全
皇
子
女
を
宣
下
す
る
方
針
に
転
換
し
、
以
後

所
生
の
皇
子
女
を
全
て
賜
姓
し
た
と
す
る
。
林
氏
の
よ
う
に
下
限
を
定
め
ず
、
延
喜
十
四
年
以
後
所
生
の
全
皇
子
女
を
対
象
と
し
て
賜
姓
が

行
わ
れ
た
点
は
特
に
賛
同
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
う
す
る
と
同
十
四
年
以
後
所
生
の
靖
子
・
英
子
内
親
王
・
章
明
親
王
が

宣
下
さ
れ
た
理
由
が
不
明
確
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
論
究
さ
れ
て
い
な
い
点
に
問
題
が
残
る
。
ま
た
西
松
氏
は
延（

九

一

六

）

喜
十
六
年
保
明
親

王
元
服
に
よ
り
皇
位
に
見
通
し
が
つ
い
た
た
め
、
延（

九

二

一

）

喜
二
十
一
年
に
到
り
賜
姓
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
更
に
親
王
定
員
枠
を

九
名
と
定
め
、
そ
の
後
の
皇
子
が
賜
姓
さ
れ
た
と
す
る
。
更
に
為
明
・
盛
明
に
つ
い
て
は
、
天
皇
崩
御
後
の
皇
位
継
承
外
の
皇
子
で
あ
っ
た

た
め
に
賜
姓
さ
れ
た
と
す
る
。
し
か
し
皇
位
継
承
と
皇
子
の
数
に
関
係
が
無
い
と
は
思
わ
な
い
も
の
の
、
保
明
親
王
の
元
服
か
ら
五
年
も
経

て
賜
姓
す
る
理
由
、
並
び
に
賜
姓
と
宣
下
の
別
を
一
貫
し
て
皇
位
継
承
に
の
み
原
因
を
追
及
し
て
い
る
点
に
問
題
が
残
る
。

　

そ
も
そ
も
醍
醐
皇
子
女
の
内
賜
姓
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
人
名
に
も
問
題
が
あ
る
。

　
『
類
聚
符
宣
抄
』
に
挙
げ
ら
れ
る
所
の
延（

九

二

〇

）

喜
二
十
年
に
賜
姓
さ
れ
た
者
は
、
高
明
・
兼
明
・
自
明
・
允
明
・
兼
子
・
厳
子
・
雅
子
の
七
名
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で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
内
雅
子
は
延（

九

一

一

）

喜
十
一
年
に
既
に
親
王
宣
下
を
受
け
て
お
り
、
賜
姓
の
列
に
含
ま
れ
る
こ
と
は
非
常
に
不
自
然
で
あ
る
。

更
に
延（

九

一

五

）

喜
十
五
年
所
生
と
思
し
き
靖
子
は
、
延（

九
三
〇
）

長
八
年
に
よ
う
や
く
宣
下
さ
れ
た
記
事
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
時
既
に
十
六
歳
で
あ
る
こ
と

も
ま
た
不
自
然
で
あ
る
。
そ
こ
で
『
醍
醐
天
皇
実
録（

（（
（

』（
第
二
巻
）
で
は
、
靖
子
内
親
王
が
初
め
賜
姓
さ
れ
て
い
た
と
の
見
解
を
述
べ
る
。

即
ち
、
延
喜
二
十
年
に
賜
姓
さ
れ
た
の
は
雅
子
で
は
な
く
、
靖
子
で
あ
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
靖
子
内
親
王
と
共
に
宣
下
を
受
け

た
英
子
内
親
王
・
章
明
親
王
に
も
同
様
に
い
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
英
子
内
親
王
は
延
長
八
年
の
宣
下
時
十
歳
で
あ
り
、
章
明
親

王
も
七
歳
と
や
や
年
齢
が
高
い
。
即
ち
、
靖
子
内
親
王
の
み
な
ら
ず
三
名
共
が
、
一
度
賜
姓
さ
れ
た
後
に
再
び
親
王
宣
下
さ
れ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か（

（（
（

。
こ
れ
よ
り
、
中
宮
藤
原
穏
子
所
生
の
寛

（
朱
雀
天
皇
）明

・
成（

村
上
天
皇
）

明
親
王
・
康
子
内
親
王
と
、
女
御
源
和
子
所
生
の
韶
子
・
斉
子
内
親
王
の
計
五

名
を
除
き
、
延
喜
十
四
年
以
後
所
生
の
皇
子
女
が
皆
賜
姓
さ
れ
た
と
考
え
得
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
際
更
に
問
題
と
な
る
の
は
、
先
に
賜
姓
さ
れ
た
高
明
以
下
、
並
び
に
延（

九
二
五
）

長
五
年
所
生
と
思
し
き
為
明
、
翌
年
所
生
と
思
し
き
盛
明
等

が
賜
姓
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
故
靖
子
・
英
子
・
章
明
の
み
親
王
に
復
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

こ
れ
が
慣
例
通
り
の
生
母
別
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
藤
原
氏
・
源
氏
の
所
生
は
皆
宣
下
を
受
け
て
い
る
が
、
更
に
生
母
の
出
身
に
限
っ
て

宣
下
さ
れ
た
の
だ
と
し
て
も
、
藤
原
淑
姫
所
生
の
英
子
内
親
王
は
同
母
兄
が
源
氏
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
生
母
別
で
は
な
い
。

ま
た
後
に
村
上
朝
の
斎
宮
と
な
っ
た
英
子
内
親
王
の
場
合
は
、
醍
醐
皇
女
の
中
で
も
尤
も
年
若
い
皇
女
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
予
め
斎
王
と
な

る
こ
と
を
想
定
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
し
か
し
朱
雀
朝
の
斎
王
と
な
っ
た
斉
子
内
親
王
が
同
年
頃
の
生
ま
れ
と
思
わ
れ
る
こ
と
か

ら
、
や
は
り
初
め
か
ら
斎
王
卜
定
を
目
的
と
し
て
宣
下
さ
れ
た
と
も
考
え
難
い
。

　

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
靖
子
・
英
子
内
親
王
・
章
明
親
王
等
三
名
へ
の
宣
下
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
。

　
『
紀
略
』
に
よ
る
と
、
宣
下
の
行
わ
れ
た
延
長
八
年
に
は
、
七
月
に
雷
に
打
た
れ
た
人
が
内
裏
で
死
ぬ
と
い
う
事
件
や
、
疫
病
の
流
行
、

更
に
醍
醐
天
皇
不
予
と
い
う
事
態
が
お
こ
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
醍
醐
天
皇
は
九
月
二
十
二
日
、
譲
位
。
二
十
七
日
に
は
朱
雀
院
に
遷
御
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す
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
病
が
重
く
、
右
近
衛
府
に
移
り
留
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
十
八
日
に
は
宇
多
法
皇
が
こ
れ
を
見
舞
い
、
翌
二
十

九
日
に
宣
下
の
こ
と
、
続
い
て
天
下
大
赦
が
行
わ
れ
る
も
、
同
日
醍
醐
天
皇
は
崩
御
し
た
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
、
宣
下
は
ま
さ
に
今
際
の
際

で
あ
り
、
し
か
も
天
下
大
赦
と
並
列
し
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
で
き
る
。
つ
ま
り
醍
醐
天
皇
不
予
に
際
し
回
復
を
求
め
て
行
わ
れ
た

で
あ
ろ
う
天
下
大
赦
の
恩
典
と
同
様
に
、
恩
典
を
為
す
目
的
で
、
賜
姓
さ
れ
て
い
た
皇
子
女
を
親
王
に
復
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

し
か
し
、
何
故
靖
子
・
英
子
内
親
王
・
章
明
親
王
で
あ
っ
た
の
か
は
明
確
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
靖
子
内
親
王
は
第
一
皇
子
克
明
親
王
と

同
母
で
あ
る
と
い
う
点
、
章
明
親
王
は
参
議
藤
原
兼
輔
の
女
を
生
母
と
す
る
点
が
考
慮
さ
れ
る
が
、
英
子
内
親
王
に
つ
い
て
は
前
述
の
通
り

不
明
で
あ
る
。
但
し
皇
女
の
内
、
と
い
う
限
り
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
右
大
弁
源
唱
女
周
子
所
生
の
兼
子
や
母
不
詳
の
厳
子
に
対
し
、
後
に
参

議
に
至
っ
た
藤
原
菅
根
女
淑
姫
の
所
生
で
あ
る
と
い
う
出
身
の
点
に
、
選
ば
れ
た
理
由
が
見
出
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

以
上
よ
り
、
醍
醐
朝
で
は
女
御
以
上
の
キ
サ
キ
の
所
生
を
除
き
、
延
喜
十
四
年
以
後
所
生
の
皇
子
女
が
賜
姓
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
但

し
三
人
の
更
衣
所
生
の
皇
子
女
へ
の
宣
下
は
、
初
め
賜
姓
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
醍
醐
天
皇
不
予
に
関
連
し
て
そ
の
回
復
を
願
う
恩
典
と
し
、

異
例
と
し
て
親
王
に
復
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
即
ち
、
そ
の
原
則
は
従
来
通
り
の
「
出
生
順
」
で
あ
り
、
し
か
し
同
母
兄
弟
で
も
宣
下
さ

れ
る
者
と
賜
姓
さ
れ
る
者
が
い
る
と
い
う
、「
同
母
後
産
」
の
原
則
が
廃
除
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

で
は
何
故
同
母
後
産
の
原
則
は
醍
醐
朝
に
至
っ
て
消
失
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
も
そ
も
醍
醐
朝
は
後
宮
の
構
成
が
そ
れ
ま
で
と
大
き
く
異
な
り
、
キ
サ
キ
に
は
そ
れ
ま
で
宣
下
の
列
に
預
か
っ
て
き
た
皇
子
女
の
生
母

と
な
る
藤
原
氏
・
源
氏
（
王
氏
）・
皇
親
し
か
存
在
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
前
述
の
通
り
治
世
当
初
所
生
の
皇
子
女
は
す
べ
て
宣
下
さ
れ

て
お
り
、
い
ざ
賜
姓
を
行
お
う
と
す
る
と
、
藤
原
氏
等
の
本
来
宣
下
さ
れ
る
べ
き
生
母
の
内
か
ら
更
に
厳
選
し
て
そ
れ
ら
が
行
わ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
従
っ
て
延
喜
十
四
年
以
降
同
母
後
産
に
も
関
わ
ら
ず
出
生
順
に
の
み
原
則
を
お
い
て
賜
姓
が
行
わ
れ
た
の
も
、
安
田
氏

の
述
べ
る
忠
平
の
政
権
掌
握
に
よ
る
方
針
転
換
と
い
う
も
の
に
加
え
、
生
母
の
出
身
の
向
上
に
よ
り
、
予
想
外
に
賜
姓
し
得
な
い
皇
子
女
が
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増
加
し
た
こ
と
が
一
因
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
安
田
氏
の
述
べ
る
と
こ
ろ
の
「
更
衣
腹
は
本
来
賜
姓
さ
れ
る
べ
き
」
で
あ
っ
た
と
す
る
見
解
に

対
し
、
更
衣
腹
が
賜
姓
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
は
確
か
だ
が
、
源
氏
を
生
母
と
す
る
勤
子
・
雅
子
内
親
王
等
藤
原
師
輔
に

降
嫁
し
た
皇
女
達
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
本
来
賜
姓
さ
れ
得
る
皇
女
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
。

⑪
村
上
皇
子
女

　

皇
女
を
一
名
し
か
儲
け
る
こ
と
の
な
か
っ
た
朱
雀
天
皇
に
続
き
即
位
し
た
村
上
天
皇
は
、
そ
の
所
生
の
皇
子
女
十
九
名
の
内
十
八
名
を
親

王
と
し
、
僅
か
一
名
、
源
昭
平
だ
け
を
賜
姓
し
て
い
る
。

　

先
行
研
究
で
は
村
上
朝
に
て
賜
姓
は
「
激
減
し
た
」
と
片
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
唯
一
賜
姓
さ
れ
た
昭
平
の
賜
姓
理
由
が
考
察
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
に
大
き
な
問
題
が
残
る
。
そ
の
中
で
林
氏
は
「
全
く
昭
平
だ
け
が
源
氏
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
理
由
は
不
可
解
と
い

わ
ざ
る
を
え
な
い
」
と
し
、
更
に
藤
原
元
方
の
怨
霊
、
源
高
明
の
不
満
等
皇
嗣
を
巡
る
宮
廷
の
暗
闘
を
背
景
に
、
昭
平
の
生
母
藤
原
正
妃
が

と
か
く
日
陰
の
存
在
で
（『
栄
華
物
語
』）、
後
見
も
弱
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の
謀
略
が
あ
っ
て
賜
姓
が
行
わ
れ
た
と
推
察
す
る
。
一

方
西
松
氏
は
醍
醐
朝
以
来
の
親
王
定
員
原
則
が
強
く
関
係
し
て
い
る
と
し
、
将
来
有
力
な
皇
子
が
生
ま
れ
た
際
に
親
王
の
ポ
ス
ト
を
確
保
す

る
た
め
、
更
衣
所
生
で
あ
る
上
に
同
母
に
よ
る
二
人
目
の
子
と
あ
っ
て
と
か
く
皇
位
継
承
の
優
先
順
位
が
低
か
っ
た
昭
平
が
賜
姓
さ
れ
た
と

い
う
。
当
代
天
皇
が
、
先
代
の
天
皇
が
親
王
と
し
た
数
を
一
定
の
基
準
と
し
た
例
は
そ
れ
以
前
か
ら
も
考
慮
さ
れ
て
い
た
と
思
う
。
し
か
し

西
松
氏
が
醍
醐
天
皇
の
定
め
た
枠
組
み
が
父
宇
多
天
皇
の
残
す
と
こ
ろ
の
親
王
数
九
名
を
踏
襲
し
た
と
す
る
説
に
つ
い
て
は
、
皇
太
子
保
明

親
王
が
薨
去
し
予
定
が
狂
っ
た
に
せ
よ
、
醍
醐
天
皇
が
最
終
的
に
十
二
名
の
皇
子
と
養
子
と
し
た
宇
多
皇
子
二
名
を
宣
下
し
た
点
か
ら
も
一

概
に
は
支
持
し
難
い
。
そ
の
上
で
更
に
昭
平
が
村
上
天
皇
の
第
五
子
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
九
名
を
親
王
宣
下
す
る
と
い
う
枠
組
み
に
適
用

さ
れ
る
に
は
早
す
ぎ
る
生
ま
れ
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
そ
の
後
の
所
生
の
皇
子
の
数
な
ど
は
調
節
で
き
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、

親
王
と
す
る
数
と
い
う
の
は
、
一
定
の
目
安
に
は
な
り
得
て
も
枠
と
し
て
定
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
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こ
の
よ
う
に
九
名
定
員
説
に
つ
い
て
は
肯
定
し
か
ね
る
が
、
し
か
し
前
述
の
通
り
先
例
を
何
か
し
ら
の
基
準
と
す
る
こ
と
は
有
っ
た
で
あ

ろ
う
。
例
え
ば
嵯
峨
天
皇
が
親
王
と
し
た
五
名
と
い
う
数
は
、
淳
和
朝
の
親
王
が
五
名
で
あ
っ
た
例
、
仁
明
朝
の
賜
姓
は
親
王
が
五
名
と

な
っ
た
時
で
あ
っ
た
と
い
う
例
、
更
に
清
和
朝
の
賜
姓
も
親
王
が
六
名
と
な
っ
た
時
で
あ
っ
た
例
等
に
継
承
さ
れ
て
お
り
、
多
少
前
後
す
る

も
の
の
、
五
名
前
後
が
一
定
の
基
準
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
い
え
る
。
ま
た
西
松
氏
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
宇
多
天
皇
が
親
王
と
し
た
九

名
に
対
し
、
醍
醐
皇
子
女
の
宣
下
の
時
期
も
親
王
が
九
名
と
な
っ
た
時
点
で
あ
っ
た
こ
と
が
注
目
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
村
上
朝
に
お

い
て
も
こ
れ
ら
の
数
字
に
よ
り
賜
姓
の
構
想
が
生
ま
れ
た
可
能
性
は
考
え
得
る
で
あ
ろ
う
。
現
に
昭
平
は
第
五
子
で
あ
る
。
こ
れ
は
嵯
峨
朝

以
来
の
例
か
ら
い
け
ば
、
そ
ろ
そ
ろ
賜
姓
さ
れ
得
る
人
数
に
な
っ
た
こ
と
が
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
村
上
朝
に
お
い
て
ま
ず
先
例
と
さ
れ
る
べ
き
は
父
醍
醐
天
皇
の
先
例
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

醍
醐
朝
に
始
め
て
賜
姓
さ
れ
た
六
名
の
内
、
尤
も
年
長
で
あ
っ
た
高
明
等
三
名
は
七
、
八
歳
頃
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
多
く
が
五
歳
以

前
、
特
に
二
、
三
歳
の
頃
に
宣
下
さ
れ
る
例
に
比
べ
て
、
賜
姓
の
場
合
は
年
齢
が
や
や
高
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
は
嵯
峨
皇
子
女
の

最
初
の
賜
姓
で
も
最
年
長
の
信
等
が
六
歳
で
あ
っ
た
こ
と
、
文
徳
皇
子
女
の
最
初
の
賜
姓
に
お
い
て
も
能
有
が
九
歳
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
類

似
し
て
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
、
以
後
所
生
の
皇
子
女
が
賜
姓
さ
れ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
、
初
回
で
は
復
数
人
を
同
時

に
賜
姓
す
る
事
が
常
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
同
時
に
賜
姓
さ
れ
る
者
の
内
年
少
の
者
が
二
、
三
歳
の
適
齢
に
な
る
の
を
待
っ
た
た
め
で
あ
ろ

う
。
昭
平
の
賜
姓
も
七
歳
と
年
齢
は
や
や
高
く
、
そ
れ
ま
で
宣
下
も
賜
姓
も
な
く
処
遇
が
保
留
さ
れ
て
い
た
の
は
、
林
氏
が
述
べ
る
よ
う
な

「
親
王
宣
下
を
見
合
わ
せ
ら
れ
て
い
た
」
の
で
も
「
皇
嗣
問
題
か
ら
疎
外
さ
れ
て
い
た
」
の
で
も
な
く
、
先
例
に
基
づ
い
て
復
数
人
を
同
時

に
賜
姓
す
る
た
め
保
留
期
間
と
同
義
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
上
で
村
上
朝
の
賜
姓
は
、
キ
サ
キ
の
出
身
並
び
に
同
母
兄
弟

の
宣
下
と
賜
姓
の
別
か
ら
「
同
母
後
産
」
の
原
則
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
原
則
と
は
異
な
る
賜
姓
を
行
っ
た
醍
醐
朝
を
踏
襲
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
延
喜
二
十
年
以
後
所
生
の
更
衣
腹
の
皇
子
女
を
賜
姓
す
る
出
生
順
の
み
に
よ
る
と
い
う
原
則
で
あ
り
、
村
上
天
皇
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は
こ
れ
に
倣
い
、
天（

九
五
四
）

暦
八
年
以
後
所
生
の
更
衣
腹
の
皇
子
女
を
皆
賜
姓
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

し
か
し
こ
の
場
合
問
題
と
な
る
の
は
、
昭
平
の
生
ま
れ
た
天
暦
八
年
以
後
に
、
更
衣
腹
の
所
生
と
な
っ
た
可
能
性
の
あ
る
緝
子
内
親
王
と

昌
平
親
王
で
あ
る
。

　

緝
子
内
親
王
の
場
合
、
そ
の
生
年
は
知
ら
れ
な
い
が
、
薨
伝
に
て
「
第
八
之
女（

（（
（

」（『
紀
略
』
天（

九
七
〇
）

禄
元
年
八
月
十
八
日
条
）
と
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
天（

九
五
三
）

暦
七
年
頃
所
生
の
「
女
七
の
宮
（
輔
子
内
親
王
）」（『
大
鏡
』）
と
、
天（

九
五
五
）

暦
九
年
頃
所
生
の
「
第
九
女
親
王
（
資
子
内
親
王
）」

（『
小
右
記
』
長（

一
〇
一
五
）

和
四
年
四
月
廿
六
日
条
）
の
間
の
天
暦
七
～
九
年
の
所
生
と
想
定
さ
れ
、
従
っ
て
昭
平
よ
り
後
の
所
生
で
あ
っ
た
可
能
性
も

あ
る
。
そ
こ
で
、
緝
子
内
親
王
が
昭
平
の
妹
で
あ
っ
た
場
合
を
考
え
る
と
、
ま
ず
緝
子
内
親
王
の
生
母
は
更
衣
藤
原
元
方
女
祐
姫
で
あ
り
、

即
ち
第
一
皇
子
廣
平
親
王
に
皇
位
の
期
待
を
寄
せ
な
が
ら
、
そ
の
直
後
に
産
ま
れ
た
藤
原
安
子
所
生
の
皇
子
が
早
々
と
立
太
子
し
た
こ
と
で
、

そ
れ
を
深
く
恨
ん
だ
と
さ
れ
る
元
方
の
女
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
元
方
は
恨
み
を
残
し
た
ま
ま
天
暦
七
年
に
没
し
て
い
る
。
そ
の
点
が
憂
慮

さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
ろ
う
し
、
ま
た
前
述
の
よ
う
に
、
靖
子
内
親
王
が
第
一
皇
子
克
明
親
王
と
同
母
で
あ
っ
た
た
め
に
親
王
に
復
さ

れ
た
可
能
性
が
有
る
よ
う
に
、
第
一
皇
子
廣
平
親
王
の
同
母
妹
で
あ
っ
た
こ
と
が
宣
下
の
理
由
と
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

次
に
昌
平
親
王
も
、
や
は
り
そ
の
生
年
が
分
か
ら
な
い
。
ま
ず
薨
伝
で
は
「
年
六
、
今
上
第
六
子
、」（『
紀
略
』
応（

九
六
一
）

和
元
年
八
月
廿
三
日

条
）
と
あ
り
、
こ
れ
よ
り
天（

九
五
六
）

暦
十
年
の
生
ま
れ
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
一
方
で
守（

円
融
天
皇
）

平
親
王
が
「
皇
后
産
二
第
五
皇
子
守
平
一、」

（『
紀
略
』
天（

九
五
九
）

徳
三
年
三
月
二
日
条
）
と
し
て
誕
生
し
て
お
り
、
即
ち
第
六
皇
子
で
あ
る
昌
平
親
王
の
生
年
は
守
平
親
王
誕
生
の
天
徳
三
年
以

後
、
宣
下
を
受
け
る
天
徳
四
年
以
前
と
な
り
、
薨
年
が
「
年
三
」
の
誤
り
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、

昌
平
親
王
の
生
母
で
あ
る
藤
原
芳
子
の
后
妃
の
位
で
あ
る
。
芳
子
は
初
め
更
衣
で
あ
り
、
天（

九
五
八
）

徳
二
年
十
月
二
十
八
日
に
女
御
と
な
っ
た

（『
紀
略
』）。
即
ち
昌
平
親
王
が
天
徳
三
年
の
所
生
で
あ
れ
ば
女
御
の
所
生
と
な
り
宣
下
さ
れ
得
る
が
、
天
暦
十
年
の
所
生
で
あ
れ
ば
更
衣
の

所
生
と
な
り
、
賜
姓
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。
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そ
こ
で
昭
平
の
例
を
見
て
み
る
と
、
本
来
第
五
子
で
あ
る
昭
平
は
、
賜
姓
さ
れ
た
た
め
に
皇
子
の
序
列
に
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
弟
守
平

親
王
が
第
五
皇
子
と
さ
れ
た
こ
と
に
も
問
題
は
無
い
。
し
か
し
昭
平
が
後
に
親
王
に
復
さ
れ
た
際
、
本
来
第
五
皇
子
と
な
る
べ
き
と
こ
ろ
を

「
九
宮
」（『
紹
運
録
』）、「
第
九
昭
平
」（『
紀
略
』
天（

九
六
〇
）

徳
四
年
十
二
月
廿
五
日
条
）
等
、
末
弟
で
あ
る
永
平
親
王
の
下
に
序
列
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
既
に
先
の
親
王
等
の
序
列
が
定
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
変
動
を
避
け
る
た
め
に
親
王
と
な
っ
た
年
次
に
よ
っ
て
序
列
付
け

ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
も
す
れ
ば
昌
平
親
王
の
例
も
こ
れ
と
同
様
で
、
兄
昌
平
に
先
ん
じ
て
守
平
親
王
が
宣
下
を
受
け
た
た
め
に
第

五
皇
子
と
さ
れ
、
そ
の
後
兄
で
あ
り
な
が
ら
宣
下
の
遅
れ
た
昌
平
親
王
が
第
六
皇
子
と
さ
れ
た
こ
と
に
も
説
明
が
つ
く
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

昌
平
親
王
は
母
芳
子
が
未
だ
更
衣
の
時
分
に
、
昭
平
の
弟
、
守
平
親
王
の
兄
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
と
考
え
る
。

　

さ
て
、
昌
平
親
王
の
同
母
弟
で
あ
り
女
御
腹
と
し
て
生
ま
れ
た
永
平
親
王
は
、
慣
例
に
従
い
二
歳
で
宣
下
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
他
村
上

朝
の
皇
子
女
も
各
々
そ
の
前
後
で
宣
下
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
昌
平
親
王
に
つ
い
て
は
五
歳
で
の
宣
下
と
、
決
し
て
異
例
で
は
な
い
も
の

の
や
や
年
齢
が
高
く
な
る
。
し
か
も
弟
守
平
親
王
よ
り
も
遅
れ
て
の
宣
下
で
あ
る
。
こ
れ
は
生
母
を
女
御
と
す
る
ま
で
の
保
留
期
間
で
あ
っ

た
可
能
性
、
並
び
に
賜
姓
の
為
に
保
留
さ
れ
て
い
た
可
能
性
の
両
方
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
も
そ
も
芳
子
は
更
衣
で
あ
っ
た
も
の
の
、

父
師
尹
が
忠
平
息
で
あ
っ
た
か
ら
、
女
御
に
成
り
得
る
可
能
性
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
一
方
賜
姓
さ
れ
た
昭
平
の
生
母
正
妃
の
父
は
在
衡
で
、

彼
は
師
尹
と
ほ
ぼ
同
列
で
官
位
を
進
ん
で
お
り
、
む
し
ろ
冷
泉
朝
以
前
に
関
し
て
は
在
衡
が
先
任
で
あ
っ
た
。
し
か
し
在
衡
が
藤
原
氏
傍
流

納
言
の
子
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
師
尹
が
摂
関
家
の
子
で
あ
っ
た
こ
と
、
並
び
に
正
妃
に
対
し
て
芳
子
が
天
皇
か
ら
寵
せ
ら
れ
る
存
在
で

あ
っ
た
こ
と
も
、
芳
子
が
女
御
と
な
り
得
た
一
因
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
女
御
と
な
っ
た
の
は
藤
原
安
子
の
懐
妊
後
で
あ
る
の
を
鑑
み
て
も
、

女
御
と
な
っ
て
す
ぐ
に
昌
平
が
宣
下
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
安
子
一
家
に
慮
っ
て
の
こ
と
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
昌
平
親
王
の

宣
下
は
、
生
母
芳
子
を
い
ず
れ
女
御
に
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
ま
で
処
遇
を
保
留
さ
れ
た
た
め
に
宣
下
が
遅
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

無
論
、
天
徳
三
年
の
所
生
で
あ
れ
ば
も
と
よ
り
女
御
腹
と
し
て
生
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
懐
妊
に
際
し
て
の
女
御
宣
旨
で
あ
っ

72



た
と
い
う
説
明
も
付
け
ら
れ
る
が
、
何
分
こ
れ
以
上
の
史
料
を
欠
く
た
め
に
昌
平
親
王
の
生
年
と
宣
下
の
事
情
を
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
、
昌
平
親
王
は
母
が
女
御
と
な
っ
た
こ
と
で
、
宣
下
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
よ
り
、
村
上
朝
は
有
力
な
生
母
と
な
る
藤
原
安
子
に
憲（

冷
泉
天
皇
）

平
親
王
が
生
ま
れ
、
立
太
子
、
更
に
第
二
子
の
為
平
親
王
も
生
ま
れ
、
皇
位

継
承
し
得
る
皇
子
の
数
が
安
定
し
た
こ
と
で
、
天（

九
五
四
）

暦
八
年
所
生
の
昭
平
以
後
、
更
衣
腹
の
皇
子
女
を
す
べ
て
賜
姓
す
る
こ
と
と
し
た
と
考
え

る
。
し
か
し
昭
平
と
同
年
以
後
の
所
生
の
可
能
性
の
あ
る
緝
子
内
親
王
・
昌
平
親
王
に
つ
い
て
は
、
前
者
は
外
祖
父
元
方
へ
の
憂
慮
と
、

第
一
皇
子
と
同
母
で
あ
る
こ
と
等
が
考
慮
さ
れ
て
宣
下
さ
れ
、
後
者
は
更
衣
腹
と
し
て
所
生
し
た
可
能
性
は
あ
る
も
の
の
、
母
の
出
身
と
天

皇
の
寵
愛
か
ら
女
御
と
な
っ
て
お
り
、
或
は
そ
れ
を
想
定
し
、
や
や
遅
れ
た
も
の
の
女
御
所
生
と
な
っ
た
上
で
宣
下
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

そ
し
て
結
果
的
に
天
暦
八
年
以
降
の
更
衣
所
生
の
皇
子
女
は
緝
子
内
親
王
の
例
外
を
除
き
昭
平
し
か
い
な
か
っ
た
た
め
に
こ
の
一
例
し
か
起

こ
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
昭
平
も
、
従
来
の
「
同
母
後
産
」
で
あ
れ
ば
宣
下
さ
れ
得
た
故
に
、
後
に
親
王
に
復
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

村
上
朝
以
後
の
後
宮
に
つ
い
て
明
ら
か
に
い
え
る
こ
と
は
、
入
内
す
る
キ
サ
キ
が
い
ず
れ
も
身
分
の
高
い
出
身
の
女
性
た
ち
に
占
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
更
衣
の
藤
原
正
妃
と
て
、
昭
平
所
生
時
に
父
は
中
納
言
で
あ
り
、
円
融
朝
に
は
左
大
臣
に
至
っ
た
人
物
で

あ
る
。
即
ち
、
陽
成
朝
以
前
で
あ
れ
ば
無
条
件
に
藤
原
氏
所
生
の
皇
子
女
が
宣
下
さ
れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
村
上
朝
に
は
父
が
公
卿
ク

ラ
ス
に
至
っ
て
い
て
も
女
は
更
衣
で
あ
り
、
そ
の
子
も
賜
姓
さ
れ
得
た
の
で
あ
る
。
逆
に
女
御
に
な
っ
た
の
は
藤
原
摂
関
家
の
血
を
引
く
子

女
並
び
に
二
世
女
王
と
い
っ
た
皇
親
の
み
で
あ
り
、
そ
の
女
王
も
母
が
藤
原
氏
で
あ
る
な
ど
、
厳
選
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
る
。
こ
の
現
象
が

即
ち
冷
泉
朝
以
後
、
更
な
る
キ
サ
キ
の
厳
選
に
よ
る
減
少
に
繋
が
っ
た
の
だ
ろ
う
。
従
っ
て
生
母
の
身
分
の
上
昇
に
よ
る
キ
サ
キ
の
減
少
と
、

そ
れ
に
伴
う
皇
子
女
数
の
減
少
が
一
因
と
な
っ
て
、
村
上
朝
を
最
後
に
一
世
皇
子
女
へ
の
賜
姓
も
見
ら
れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

一世皇子女の親王宣下と源氏賜姓73



　

同
時
に
、
源
盛
明
・
兼
明
・
昭
平
等
が
後
に
親
王
に
復
さ
れ
た
よ
う
に
、
親
王
と
違
い
廟
堂
に
参
画
し
得
る
源
氏
の
存
在
は
、
藤
原
氏
が

廟
堂
を
掌
握
し
て
行
く
上
で
弊
害
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
皇
子
女
数
の
減
少
に
よ
り
国
庫
へ
の
負
担
も
軽
減
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か

ら
、
本
来
の
賜
姓
の
意
義
も
既
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
源
氏
か
ら
親
王
に
復
さ
れ
た
宇
多
天
皇

の
即
位
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
源
氏
と
皇
親
と
の
線
引
き
は
曖
昧
な
も
の
と
な
っ
た
。
更
に
そ
の
脆
弱
な
皇
権
か
ら
全
て
の
皇
子
女
を
親

王
に
せ
ん
と
し
て
い
た
宇
多
朝
、「
同
母
後
産
」
に
よ
ら
な
い
賜
姓
を
行
っ
た
醍
醐
朝
の
賜
姓
の
原
則
に
よ
り
、
親
王
と
源
氏
と
の
線
引
き

は
益
々
曖
昧
と
な
っ
た
。
そ
し
て
村
上
朝
の
賜
姓
は
一
名
の
み
と
、
既
に
慣
例
に
従
い
源
氏
を
算
出
す
る
こ
と
だ
け
を
目
的
と
し
た
よ
う
な

感
も
あ
り
、
源
氏
が
親
王
に
復
さ
れ
る
と
い
う
例
も
ま
た
珍
し
く
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
源
氏
の
有
用
性
は
完
全
に
薄
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
二
世
王
へ
の
源
氏
賜
姓
に
も
こ
の
皇
子
女
の
源
氏
賜
姓
の
減
少
に
関
す
る
原
因
が
有
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

嵯
峨
源
氏
以
後
、
一
世
源
氏
の
子
や
孫
が
廟
堂
に
参
画
し
公
卿
と
な
る
例
も
あ
っ
た
が
、
数
を
増
す
ば
か
り
の
一
世
源
氏
に
、
そ
の
家
が

永
く
繁
栄
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
源
氏
賜
姓
さ
れ
た
者
の
生
母
の
多
く
は
、
中
小
貴
族
等
有
力
で
は
な
い
出
身
で
あ
り
、
皇
親

に
准
じ
る
恩
恵
は
あ
っ
た
も
の
の
廟
堂
の
門
も
狭
く
、
更
に
父
天
皇
が
譲
位
す
れ
ば
、
次
代
の
よ
り
天
皇
と
近
親
と
な
る
源
氏
が
生
ま
れ
る

た
め
、
子
息
の
更
な
る
出
世
が
望
み
難
く
な
る
と
い
う
悪
循
環
が
お
こ
る
。
そ
の
た
め
臣
下
と
し
て
成
功
し
た
者
も
少
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
有
力
な
親
王
の
場
合
は
高
位
任
官
や
、
国
庫
か
ら
支
給
さ
れ
る
諸
々
の
経
済
的
恩
恵
が
あ
り
、
し
か
も
二
世
女
王
と
藤
原

氏
の
結
婚
が
許
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
権
勢
を
握
っ
て
ゆ
く
藤
原
氏
と
の
間
に
縁
戚
関
係
を
築
く
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
積
極
的

な
婚
姻
政
策
が
行
わ
れ
て
お
り
、
藤
原
氏
と
っ
て
は
皇
親
を
通
じ
て
天
皇
と
の
接
近
と
皇
親
の
恩
恵
を
、
親
王
家
に
と
っ
て
は
自
ら
の
権
益

と
更
に
子
女
子
息
の
出
世
を
求
め
る
等
、
相
互
利
益
が
働
い
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
藤
原
氏
族
内
で
の
近
親
に
よ
る
廟
堂
・
後

宮
双
方
で
の
勢
力
争
い
が
活
発
に
な
る
に
つ
れ
、
藤
原
氏
の
子
女
子
息
に
も
よ
り
高
い
身
分
の
生
母
が
望
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
際
、

臣
下
で
あ
り
多
く
が
四
位
五
位
に
留
ま
る
源
氏
の
子
女
に
対
し
、
法
的
に
も
許
容
さ
れ
て
い
な
が
ら
高
い
身
分
、
も
し
く
は
藤
原
氏
を
外
戚
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と
し
て
生
ま
れ
た
二
世
女
王
を
娶
る
こ
と
を
求
め
た
の
も
、
自
然
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い（

（（
（

。
そ
れ
に
伴
い
、
女
王
の
兄
弟
は
、
王
、
或
は
二

世
源
氏
と
し
て
出
仕
し
、
藤
原
氏
か
ら
の
恩
恵
を
得
る
場
合
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
後
に
藤
原
氏
と
並
ん
で
、
結
果
的
に
一
人
の
一

世
源
氏
も
生
み
出
さ
れ
な
か
っ
た
は
ず
の
村
上
源
氏
が
大
き
く
台
頭
し
て
き
た
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注（
1
）『
養
老
令
』（「
継
嗣
令
」
皇
兄
弟
子
條
）「
凡
皇
兄
弟
皇
子
、
皆
爲
二
親
王
一、
以
外
並
爲
二
諸
王
一、
自
二
親
王
一
五
世
雖
レ
得
二
王
名
一、
不
レ
在
二

皇
親
之
限
一、」（『
令
義
解
』
よ
り
）

（
2
）
淳
仁
天
皇
は
父
が
親
王
で
あ
り
、
元
々
二
世
王
で
あ
っ
た
た
め
、
即
位
後
、
同
じ
く
二
世
王
で
あ
っ
た
兄
弟
姉
妹
を
改
め
て
親
王
・
内
親

王
に
宣
下
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
こ
れ
が
先
例
と
な
っ
て
以
後
親
王
・
内
親
王
宣
下
が
定
着
す
る
こ
と
と
な
る
。

（
3
）『
日
本
紀
略
』
延
暦
十
二
年
九
月
十
日
条
「
詔
曰
、
云
々
、
見
任
大
臣
良
家
子
孫
、
許
レ
娶
二
三
世
已
下
一、
但
藤
原
氏
者
、
累
代
相
承
、
攝
レ

政
不
レ
絕
、
以
レ
此
論
レ
之
、
不
レ
可
二
同
等
一、
殊
可
レ
聽
レ
娶
二
二
世
已
下
一
者
、
云
々
、」

（
4
）
我
が
国
で
は
子
の
帰
属
権
が
父
方
に
所
在
し
た
た
め
、
皇
親
男
子
が
臣
下
の
女
を
娶
り
生
ま
れ
た
子
は
皇
親
に
列
す
る
も
の
の
、
皇
親
女

子
が
臣
下
に
嫁
ぐ
こ
と
は
天
皇
家
の
血
を
引
く
臣
下
が
誕
生
す
る
た
め
、
天
皇
家
の
血
の
尊
貴
性
を
保
つ
た
め
に
、
皇
親
女
子
の
婚
出
を
厳

し
く
制
限
し
て
い
た
。
元
来
皇
親
女
子
は
皆
皇
親
に
し
か
嫁
ぐ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
前
述
の
延
暦
十
二
年
の
詔
に
よ
り
大
き
く
緩
和

さ
れ
、
藤
原
氏
に
は
二
世
女
王
以
下
、
大
臣
・
良
家
の
子
孫
は
三
世
女
王
以
下
が
嫁
ぐ
こ
と
が
許
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
詔
に
お
い
て
も
一

世
王
で
あ
る
内
親
王
の
臣
下
へ
の
降
嫁
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。（
中
村
「
延
暦
十
二
年
の
詔
―
皇
親
女
子
の
婚
制
緩
和
の
法
令
―
」

（『
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要
史
学
編
』
一
三
、
二
〇
一
四
年
）
に
詳
述
）
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（
5
）
安
田
政
彦
「
醍
醐
内
親
王
の
降
嫁
と
醍
醐
源
氏
賜
姓
」（『
続
日
本
紀
研
究
』
三
七
四
、
二
〇
〇
八
年
）
以
下
同
出
典
は
注
記
せ
ず

（
6
）
一
時
女
御
班
子
女
王
所
生
の
光
孝
皇
子
女
が
賜
姓
さ
れ
て
い
た
事
例
、
宇
多
皇
女
源
順
子
（
史
料
上
「
欣
子
」
と
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、

以
後
通
説
と
な
っ
て
い
る
順
子
と
表
記
）
の
生
母
が
女
御
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
詳
細
は
第
二
章
第
一
節
に
て
後
述
。

（
7
）
林
陸
朗
「
賜
姓
源
氏
の
成
立
事
情
」（『
上
代
政
治
社
会
の
研
究
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
）
以
下
同
出
典
は
注
記
せ
ず

（
8
）
藤
木
邦
彦
「
奈
良
・
平
安
朝
に
お
け
る
皇
親
賜
姓
に
つ
い
て
」（『
国
士
館
大
学
人
文
学
会
紀
要
』
二
、
一
九
七
〇
年
）
以
下
同
出
典
は
注

記
せ
ず

（
9
）
西
松
陽
介
「
賜
姓
源
氏
の
再
検
討
―
賜
姓
理
由
を
中
心
に
―
」（『
日
本
歴
史
』
七
三
七
、
二
〇
〇
九
年
）
以
下
同
出
典
は
注
記
せ
ず

（
10
）
桓
武
朝
の
賜
姓
は
通
説
で
は
生
母
の
身
分
が
低
か
っ
た
た
め
と
さ
れ
る
が
、
中
谷
氏
は
、
生
母
の
女
嬬
と
い
う
身
分
が
、
出
産
後
も
職
務

に
従
事
し
た
こ
と
、
自
宅
通
勤
が
許
さ
れ
て
お
り
子
供
が
自
立
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
等
を
理
由
に
挙
げ
て
い
る
。（
中
谷
征
充
「
一
世
賜
姓
と

良
岑
安
世
」（『
密
教
学
会
報
』
四
四
、
二
〇
〇
六
年
））

（
11
）
賜
姓
を
奨
励
す
る
こ
と
は
『
類
聚
三
代
格
』
延
暦
十
一
年
七
月
三
日
格
や
、『
日
本
後
紀
』
延
暦
二
十
三
年
正
月
廿
三
日
条
に
見
ら
れ
る
が
、

吉
住
恭
子
氏
は
、
こ
う
し
た
度
重
な
る
奨
励
の
勅
よ
り
、
皇
親
が
賜
姓
を
願
い
出
る
こ
と
に
積
極
的
で
あ
っ
た
と
は
い
い
難
い
と
す
る
。（
吉

住
恭
子
「
皇
親
と
賜
姓
皇
親
」（『
史
窓
』
五
八
、
二
〇
〇
一
年
））

（
12
）
以
後
入
内
し
て
皇
后
以
下
更
衣
以
上
と
な
っ
た
者
を
キ
サ
キ
、
そ
の
他
宮
廷
に
出
仕
し
た
女
官
、
女
房
ら
を
宮
女
と
記
述
す
る
。
ま
た
慶

命
は
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
三
年
八
月
十
六
日
条
に
て
尚
侍
と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
13
）
貞
登
は
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
八
年
三
月
二
日
条
に
よ
る
と
、
更
衣
三
国
氏
の
所
生
で
、
承
和
の
初
め
に
源
氏
賜
姓
さ
れ
時
服
月
俸
に

預
か
っ
た
が
、
後
に
母
の
過
に
よ
っ
て
属
籍
を
削
ら
れ
た
と
あ
る
。
こ
の
母
の
過
に
つ
い
て
は
、『
同
』
貞
観
十
五
年
二
月
廿
六
日
条
に
て
右

大
臣
藤
原
三
守
の
子
有
貞
が
承
和
十
二
年
に
「
見
レ
疑
レ
私
二│

通
後
宮
寵
姫
一、
出
為
二
常
陸
権
介
一、」
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
他
に
仁
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明
天
皇
の
キ
サ
キ
の
過
と
な
る
例
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
時
有
貞
と
私
通
を
し
た
寵
姫
と
い
う
の
が
仁
明
更
衣
の
三
国
氏
で
あ

り
、
こ
れ
が
登
が
属
籍
を
削
ら
れ
る
原
因
で
あ
る
母
の
過
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
14
）
人
康
親
王
は
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』（
村
上
本
）、『
一
代
要
記
』
に
て
貞
観
十
四
年
五
月
五
日
に
四
十
二
歳
で
薨
じ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ

れ
よ
り
逆
算
す
る
と
天
長
八
年
の
生
ま
れ
と
な
る
。
な
お
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
は
貞
観
十
三
年
の
薨
去
と
す
る
が
、『
日
本
紀
略
』
に
て
薨

伝
が
貞
観
十
四
年
五
月
五
日
条
に
作
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
貞
観
十
四
年
と
し
て
逆
算
し
た
。
一
方
源
多
は
『
公
卿
補
任
』（
仁
寿
四
年
源
多

伝
）
に
て
「
天
長
八
年
辛
亥
生
」
と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
た
。

（
15
）
中
村
「
賀
茂
斎
院
の
制
度
的
確
立
に
つ
い
て
」（『
立
命
館
史
学
』
三
十
四
、
二
〇
一
三
年
）
に
詳
述

（
16
）
貞
観
十
二
年
の
賜
姓
に
つ
い
て
、『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
十
一
年
九
月
十
日
条
で
は
時（

光
孝
天
皇
）

康
親
王
は
子
に
宗
室
姓
を
請
う
た
が
、
清
和
天
皇

に
不
許
可
さ
れ
、
そ
の
後
貞
観
十
二
年
に
改
め
て
、「（
前
略
）
以
二
宗
室
朝
臣
一、
將
レ
爲
二
其
姓
一、
而
挙

（
今
）覆

二│

案
世
情
一、
凡
雖
二
一
宗
之
胤
一、
而

姓
號
分
異
、
則
人
心
自
疎
、
旣
屬
二
吾
就（

堯
敦
）敢

序
之
時
一、
盍
レ
念
二
同
族
和
穆
之
義
一、
臣
雖
二
不
肖
一、
苟
為
二
弘
仁
朝
廷
之
苗
裔
一、
因
願
同
編
二
於

源
氏
之
末
一、
成
二
親
親
之
厚
一、（
後
略
）」
と
上
表
し
、
弘
仁
の
朝
廷
の
苗
裔
、
即
ち
嵯
峨
天
皇
の
子
孫
で
あ
る
た
め
、
同
じ
く
源
氏
賜
姓
さ

れ
る
こ
と
を
願
い
、
許
可
さ
れ
た
。
こ
の
事
例
は
二
世
王
へ
の
源
氏
賜
姓
の
初
例
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
理
由
が
嵯
峨
天
皇
の
後
裔
で
あ
る

た
め
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
宗
室
氏
賜
姓
を
不
許
可
さ
れ
た
後
に
源
氏
賜
姓
を
請
い
許
可
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
も
、
こ
れ

に
は
清
和
天
皇
の
意
図
が
反
映
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
17
）『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
十
一
年
九
月
十
日
条
「（
前
略
）
夫
男
能
自
謀
、
女
尤
足
レ
悲
、
況
亦
祿
留
二
一
身
一、
公
費
斯
淺
、
是
以
故
一
品
葛

原
親
王
等
除
レ
之
、
不
レ
入
二
於
改
姓
一、
臣
之
愚
意
、
苟
復
同
レ
之
、（
後
略
）」

　

�『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
十
二
年
二
月
十
四
日
条
「（
前
略
）
先
日
表
曰
、
女
子
祿
留
二
其
身
一、
公
損
猶
少
、
因
願
、
唯
令
二
男
兒
等
改
一
レ
姓
、

以
二
宗
室
朝
臣
一、
將
レ
爲
二
其
姓
一、（
以
下
略
・
注
（
16
）
参
照
）」

（
緖
）
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（
18
）
例
え
ば
宇
多
同
母
妹
の
為
子
内
親
王
が
醍
醐
天
皇
妃
、
宇
多
異
母
妹
源
和
子
が
醍
醐
女
御
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
宇
多
皇
女
均
子
内
親
王

が
異
母
兄
敦
慶
親
王
の
室
、
光
孝
皇
女
源
和
子
所
生
の
第
五
皇
女
慶
子
内
親
王
が
宇
多
皇
子
敦
固
親
王
の
室
と
な
る
等
。

（
19
）
戴
明
親
王
は
『
尊
卑
分
脈
』『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
等
よ
り
雅
明
親
王
（
宇
多
皇
子
・
醍
醐
養
子
）
の
同
母
弟
と
さ
れ
て
い
る
が
、
戴
明
親

王
は
雅
明
親
王
の
生
年
以
前
の
寛
平
五
年
に
親
王
宣
下
の
記
事
が
あ
り
（『
日
本
紀
略
』）、
同
母
と
す
る
と
年
齢
差
が
三
十
近
く
な
り
不
自
然

で
あ
る
。
し
か
も
寛
平
五
年
時
、
雅
明
親
王
生
母
で
あ
る
藤
原
褒
子
の
父
時
平
は
二
十
三
歳
で
あ
り
、
従
っ
て
時
平
女
の
所
生
で
は
有
り
得

な
い
。
以
上
よ
り
寛
平
五
年
の
宣
下
、
或
は
母
の
い
ず
れ
か
に
誤
り
が
あ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
も
そ
も
『
尊
卑
分
脈
』
前
田
家
脇
坂
本
、
前

田
家
本
、
内
閣
文
庫
本
に
は
戴
明
親
王
の
生
母
に
関
す
る
情
報
を
欠
き
、
ま
た
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
等
の
名
前
の
順
序
も
兄
弟
の
生
年
順

と
は
錯
誤
し
て
い
る
た
め
、
以
上
か
ら
雅
明
親
王
の
弟
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
皇
子
誕
生
の
順
序
を
宣
下
の
年
等
か
ら
推
測
す
る

と
、
①
②
八
八
五
年
生
（
醍
醐
・
斉
中
）、
③
八
八
六
年
生
（
斉
世
）、
④
八
八
七
年
生
（
敦
慶
）、
⑤
⑥
八
八
九
～
九
〇
年
頃
生
（
敦
固
、
斉

邦
）、
◎
八
九
五
年
生
（
敦
実
）、
◎
九
〇
九
年
生
（
行
中
）、
◎
九
二
〇
年
生
（
雅
明
）、
◎
九
二
六
年
生
（
行
明
）
と
な
り
、
こ
の
中
で
七

番
目
に
当
た
る
敦
実
親
王
は
、『
扶
桑
略
記
』
に
て
「
寛
平
第
八
皇
子
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
戴
明
親
王
が
第
七
皇
子
で
あ
っ
た
と
見

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
行
明
親
王
が
『
日
本
紀
略
』
に
お
い
て
「
今
上
第
十
二
皇
子
行
明
為
二
親
王
一、」、
雅
明
親
王
が
「
以
第
十
皇
子
雅
明

為
二
親
王
一、」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
戴
明
親
王
が
雅
明
親
王
の
弟
、
行
明
親
王
の
兄
と
も
見
做
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
し
か
し
雅
明
親

王
の
記
事
に
は
、
醍
醐
天
皇
の
養
子
と
す
る
旨
が
続
い
て
お
り
、
即
ち
宇
多
皇
子
で
は
な
く
醍
醐
皇
子
と
し
て
「
第
十
皇
子
」
と
さ
れ
た
と

見
る
べ
き
で
あ
る
。
行
明
親
王
の
場
合
醍
醐
養
子
と
な
っ
た
旨
の
文
言
は
無
い
が
、
恐
ら
く
兄
雅
明
親
王
に
倣
っ
て
宣
下
以
前
か
ら
醍
醐
養

子
と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
行
明
親
王
の
「
第
十
二
皇
子
」
と
い
う
の
も
、
醍
醐
皇
子
と
し
て
序
列
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の

場
合
第
十
一
皇
子
は
戴
明
親
王
で
は
な
く
延
長
元
年
に
産
ま
れ
た
朱
雀
天
皇
の
こ
と
を
指
す
た
め
、
戴
明
親
王
は
や
は
り
宇
多
第
七
皇
子
で

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
戴
明
親
王
の
醍
醐
養
子
説
で
は
、
醍
醐
皇
子
が
皆
「
明
」
の
字
を
通
字
と
し
て
い
た
こ
と
が
根
拠
と
さ
れ
る
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が
、
し
か
し
戴
明
親
王
の
生
ま
れ
る
一
、
二
年
前
所
生
の
宇
多
同
母
兄
貞
忠
親
王
息
正
明
王
の
例
も
あ
り
、
偶
然
の
一
致
で
あ
っ
た
可
能
性

は
大
い
に
あ
る
。
ま
た
十
三
歳
で
薨
去
し
た
行
中
親
王
同
様
史
料
上
に
殆
ど
情
報
が
残
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
戴
明
親
王
も
早
世
で
あ
っ

た
可
能
性
が
あ
る
。
と
も
す
れ
ば
醍
醐
皇
子
の
通
字
と
し
て
「
明
」
が
定
め
ら
れ
た
延
喜
十
一
年
以
前
に
薨
去
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
偶
然
の
一
致
の
可
能
性
を
除
き
名
の
一
字
が
「
明
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
醍
醐
養
子
で
あ
っ
た
た
め
と
す
る
こ
と
は
、
根
拠

に
乏
し
く
思
わ
れ
る
。

（
20
）
源
臣
子
に
つ
い
て
は
、『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
に
名
前
が
見
ら
れ
る
の
み
で
詳
細
が
不
詳
で
あ
る
た
め
、
順
子
の
方
を
取
り
上
げ
た
。

（
21
）
角
田
文
衛
「
菅
原
の
君
」（『
紫
式
部
と
そ
の
時
代
』
所
収
、
角
川
書
店
、
一
九
六
六
年
）

（
22
）
島
田
と
よ
子
「
忠
平
の
禁
色
聴
許
の
時
期
に
つ
い
て
―
宇
多
法
皇
と
忠
平
」（『
大
谷
女
子
大
国
文
』
二
三
、
一
九
九
三
年
）

（
23
）『
日
本
紀
略
』
延
喜
十
九
年
八
月
廿
二
日
条
で
は
、「
忠
平
室
家
源
氏
」
の
傍
ら
に
「
欣
子
」（
順
子
を
指
す
。
註
（
6
）
参
照
）
と
傍
書
す

る
が
、
こ
れ
は
『
日
本
紀
略
』
原
本
に
は
本
来
記
さ
れ
得
な
い
も
の
で
あ
る
た
め
、
底
本
の
段
階
で
の
誤
認
で
あ
ろ
う
。

（
24
）『
日
本
紀
略
』
寛
平
二
年
十
二
月
十
七
日
条
に
て
敦

（
醍
醐
天
皇
）仁

・
敦
慶
親
王
が
各
々
維
城
・
維
蕃
よ
り
改
名
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
25
）
基
経
の
長
男
時
平
で
な
く
三
男
忠
平
で
あ
っ
た
の
は
、
正
妻
の
有
無
や
年
齢
的
な
事
情
に
よ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

（
26
）
藤
井
讓
治
・
吉
岡
眞
之
監
修
『〈
天
皇
王
族
実
録
16
〉
醍
醐
天
皇
実
録
（
第
二
巻
）』（
ゆ
に
ま
書
房
、
二
〇
〇
七
年
）

（
27
）『
西
宮
記
』『
禁
秘
抄
』
に
は
、
延
長
元
年
に
皇
子
二
名
を
賜
姓
し
た
と
す
る
記
事
が
あ
り
、『
大
日
本
史
料
』
は
当
該
条
に
て
賜
姓
の
タ
イ

ミ
ン
グ
の
知
れ
な
い
為
明
・
盛
明
両
名
の
賜
姓
で
あ
っ
た
と
推
定
し
て
い
る
。
し
か
し
両
者
の
生
年
は
共
に
こ
れ
よ
り
以
後
で
あ
る
可
能
性

が
高
く
、
こ
の
時
賜
姓
さ
れ
得
る
人
物
は
い
な
い
。
し
か
し
二
年
前
の
延
喜
二
十
一
年
に
は
斉
子
・
英
子
の
二
名
が
生
ま
れ
て
お
り
、
こ
の

内
斉
子
は
延
長
元
年
に
三
歳
で
宣
下
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
皇
子
二
名
の
内
一
名
は
皇
女
の
誤
り
で
あ
り
、
即
ち
英
子
内
親
王
は
延
長

元
年
に
一
度
賜
姓
さ
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
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（
28
）
皇
子
女
の
序
列
に
つ
い
て
は
、
新
田
太
加
茂
氏
が
『
続
日
本
紀
』
の
記
載
に
つ
い
て
、
出
生
順
の
場
合
は
「
第
○
子
」「
第
○
之
子
」、
生

母
と
正
統
性
に
よ
る
場
合
は
「
○
○
之
第
○
子
」
と
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
る
が
、
一
方
安
田
氏
は
『
日
本
三
代
実
録
』
に
て
『
第
二
之
子
』

と
さ
れ
る
業
良
親
王
が
本
来
第
一
子
で
、
こ
の
表
記
が
生
母
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。
同
様
に
『
日
本
紀
略
』
に
て
宇
多
天
皇
が

「
第
七
息
」「
第
三
之
子
」
と
二
通
り
の
序
列
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
第
○
之
子
」
は
生
母
に
よ
る
序
列
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
、

従
っ
て
緝
子
内
親
王
の
場
合
も
「
第
八
之
女
」
と
は
「
第
八
女
」
と
は
同
義
で
な
い
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
未
だ
確
証
は
無
い
た
め
、
本

稿
で
は
昭
平
の
妹
の
可
能
性
が
あ
る
更
衣
腹
と
し
て
、
第
八
女
と
仮
定
し
考
察
し
た
。（
安
田
政
彦
「
皇
子
女
の
出
生
順
に
つ
い
て
―
平
城
皇

子
女
か
ら
清
和
皇
子
女
ま
で
―
」（『
帝
塚
山
学
院
大
学
研
究
論
集　

文
学
部
』
三
六
、
二
〇
〇
一
年
））（
新
田
太
加
茂
「『
続
日
本
紀
』
に
み

え
る
皇
子
女
の
序
列
」『
続
日
本
紀
研
究
』
三
四
五
、
二
〇
〇
三
年
）

（
29
）
例
え
ば
忠
平
親
王
女
・
人
康
親
王
女
と
基
経
、
本
康
親
王
女
と
時
平
、
基
平
親
王
女
と
兼
通
、
代
明
親
王
女
と
頼
忠
・
伊
忠
、
有
明
親
王

女
と
兼
通
・
公
季
、
為
平
親
王
女
と
実
資
、
具
平
親
王
女
と
頼
通
・
教
通
、
昭
平
親
王
女
と
公
任
等
、
他
に
も
例
が
あ
る
。
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皇子女親王宣下・賜姓一覧（嵯峨～後三条朝）
父 年 月日 名前 年 母 備　　考

嵯峨 皇子 業良親王 高津内親王 妃
仁明天皇 橘嘉智子 皇后
基良親王 百済王貴命 女御
秀良親王 橘嘉智子 皇后
忠良親王 百済王貴命 女御 『続』834. 2. 14「第四子」：第五子の誤ヵ

弘仁 5 （814） 5. 8

源信 6 廣井弟名女 『後』814. 5. 8、『姓』
源弘 4 上毛野氏 『後』814. 5. 8、『姓』
源常 2 飯高宅刀自 更衣 『後』814. 5. 8、『姓』/『姓』賜姓： 4 歳
源明 2 飯高宅刀自 更衣 『後』814. 5. 8、『姓』
源寛 安倍楊津女 『三』卒伝：明と同年の所生ヵ

天長 5 （828）? 源定 （13）百済王慶命 尚侍 『公』/『公』「第六源氏」→天長 5 年賜姓は
誤ヵ？/淳和女御永原原姫養子

源鎮 百済王慶命 尚侍
源生 笠継子
源融 大原全子 『続』838. 11. 27：仁明養子
源安 粟田氏
源勤 大原全子
源勝 惟良氏 『三』/『紹』母：大原氏/『一』母：近子
源啓 山田近子 更衣 『三』869. 8. 27薨伝：常の子（常養子ヵ）
源賢 長岡岡成女
源澄 田中氏
源清 秋篠康子 更衣 『後』/『紹』『一』母：高子
源継
淳王 『紹』

皇女 業子内親王 高津内親王 妃
仁子内親王 大原浄子 女御
有智子内親王 交野女王
正子内親王 橘嘉智子 皇后 淳和皇后
俊子内親王 橘嘉智子 皇后 『帝』/『紹』『一』母：大原氏
繁子内親王 橘嘉智子 皇后 『続』/『紹』母：文屋氏
秀子内親王 橘嘉智子 皇后 『続』/『紹』母：大原氏
宗子内親王 高階河子 『文』854. 3. 20薨伝「第八女」
芳子内親王 橘嘉智子 皇后 『続』/『紹』母：文屋氏
純子内親王 文屋文子 『紹』母：大原氏
斉子内親王 文屋文子 葛井親王妃（非礼とされる）
基子内親王 百済王貴命 女御

弘仁 5 （814） 5. 8

源貞姫 6 布勢武蔵子 『後』『姓』
源潔姫 6 当麻氏 女嬬 『後』『姓』/藤原良房室
源全姫 4 当麻氏 女嬬 『後』『姓』
源善姫 2 百済王慶命 尚侍 『後』『姓』
源更姫 紀氏
源聲姫 甘南備氏
源良姫
源盈姫 大原全子
源端姫 布勢武蔵子
源吾姫 内藏影子
源年姫
源若姫
源神姫 内藏影子
源容姫 内藏影子
源蜜姫 山田近子 更衣

淳和 皇子 恒世親王 高志内親王 東宮妃
恒貞親王 正子内親王 皇后

恒統親王 正子内親王 皇后 『続』842. 3. 16薨伝「第三皇子」/『紹』享
年13歳：829年所生であれば第四子

一世皇子女の親王宣下と源氏賜姓81



基貞親王 正子内親王 皇后
『三』869. 9. 21薨伝「第四子」/恒統が第
四子の場合827年所生記事に該当し第三
子

良貞親王 大中臣安子 『続』848. 5. 6薨伝「第五皇子」
皇子 正子内親王 皇后 夭折
皇子 正子内親王 皇后 夭折

皇女 氏子内親王 高志内親王 東宮妃『三』/『紹』母：大中臣氏
有子内親王 高志内親王 東宮妃『三』/『紹』母：大中臣氏
貞子内親王 高志内親王 東宮妃『続』/『紹』母：大中臣氏
寛子内親王 大野鷹子

承和 2 （835） 1. 23 崇子内親王 橘船子 『続』

同子内親王 多治池子 『三』/『紹』名： 国 子、 母： 常 子/『帝』
名：（前田本）固子、（吹田本）国子

明子内親王 清原春子 『文』854. 9. 5薨伝「第七女」

天長 9 （832）ヵ 統敦子
『紹』：825. 3. 7賜姓は誤ヵ/『紹』名：熟
子、『一』名：就子/『三』860. 11. 26：従
四位上

天長 9 （832） 3. 3 統忠子 『紹』『三』863. 1. 25薨伝/『紹』父：仁明/
『三』862. 1. 8：従四位上

天長 9 （932）ヵ 統尚子 『三』863. 1. 8：従四位上　　※以上三
皇女を同一視する説有り

仁明 皇子

天長10（833）ヵ

文徳天皇 7 藤原順子 女御 以下父天皇即位の年より天長10年と推
測

宗康親王 6 藤原沢子 女御
光孝天皇 4 藤原沢子 女御
人康親王 3 藤原沢子 女御
本康親王 滋野縄子 女御
国康親王 藤原賀登子 更衣ヵ
常康親王 紀種子 更衣
成康親王 藤原貞子 女御

承和初期ヵ
源多 弟・登の賜姓より推測/『公』「天長八年

辛亥生」
源冷 弟・登の賜姓より推測

承和初期（834-） 源登 三国氏 更衣
『三』866. 3. 2/源氏→母の過（845年、
藤原有貞との密通の疑ヵ）により属籍
削除

承和13（846）頃ヵ 源光 『略』卒伝より逆算し生年を参考に算出

承和14（847）頃ヵ 源効
『三』初叙の年より光の弟、覚の兄と思
われるため、両者の間の生年と推測し
算出

嘉祥 2 （849）頃ヵ 源覚 山口氏 『三』卒伝より逆算し生年を参考に算出

貞観 8 （866） 3. 2 （貞登） 三国氏 更衣 『三』866. 3. 2/元源氏/属籍削除→貞賜
姓/『紹』名：澄

皇子 滋野縄子 女御 夭折（ 6 歳）
皇女

天長10（833）ヵ

時子内親王 滋野縄子 女御

久子内親王 高宗女王 『一』「帝七女」、『歴』「帝第八皇女」は斎
宮卜定の時期より認め難し

高子内親王 百済王永慶 女嬬 『一』名：亮子/『一』「帝八女」は斎院卜定
の時期より認め難し

親子内親王 藤原貞子 女御
柔子内親王 滋野縄子 女御 『続』『文』『三』/『紹』母：貞子
新子内親王 藤原沢子 女御
眞子内親王 紀種子 更衣
平子内親王 藤原貞子 女御
重子内親王 藤原小童子

文徳 皇子
嘉祥 3 （850）ヵ

惟喬親王 7 紀静子 更衣ヵ 父天皇即位の年より嘉祥三年と推測
惟條親王 5 紀静子 更衣ヵ 父天皇即位の年より嘉祥三年と推測
惟彦親王 滋野奥子
清和天皇 藤原明子 女御

貞観 3 （861） 4. 25 惟恒親王 藤原今子
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仁寿 3 （853）

6. 11 源能有 9 伴氏 『文』/『公』845生/『尊』1 月賜姓
源毎有 多治氏 『尊』/『一』源時有項に「兄毎有」とあり
源時有 清原氏 『文』

6. 11 源本有 滋野岑子 『文』
源戴有 滋野岑子 『文』
源定有 菅原氏 『一』『歴』/『尊』母：菅野氏

貞観 3 （861） 4. 25 源行有 布勢氏 『三』

貞観 3 （869） 源富有 布勢氏ヵ 『紹』/『帝』貞観 2 年賜姓/母は『帝』（吹上
本）にのみ記載

皇女

嘉祥 3 （850）ヵ

晏子内親王 藤原列子 『伊』「第一皇女」/『歴』「第八女」は斎宮卜
定の時期より認め難し

恬子内親王 紀静子 更衣ヵ『歴』「第二皇女」

述子内親王 紀静子 更衣ヵ『歴』「第三女」、『賀』「第五皇女」、『一』
「帝五女」

慧子内親王 藤原列子 『一』「第四女」、『賀』「第八皇女」、『歴』
「第九女」/『一』名：恵子

珍子内親王 紀静子 更衣ヵ
儀子内親王 藤原明子 女御

掲子内親王 藤原今子
『紹』『一』名：掲子/『略』名：楊子/『編』
母：静子/『略』914. 2. 23薨伝「第七皇
女」

貞観 3 （861） 4. 25 礼子内親王 藤原今子 『三』
濃子内親王 滋野奥子
勝子内親王 滋野奥子

仁寿 3 （851） 6. 11

源憑子 『文』
源謙子 『文』
源列子 『文』
源済子 『文』/清和女御
源奥子 『文』

貞観 3 （861） 4. 25
源富子 菅原氏 『三』『紹』/或は富有と同一ヵ
源淵子 滋野岑子 『三』/『紹』『一』名：滋子
源脩子 『一』

清和 皇子 貞観11（869）頃 2 月
以前 陽成天皇 2 藤原高子 女御 『三』868. 12. 16所生、翌年2. 1立太子

につきこの間の宣下

貞観15（873） 4. 21

貞固親王 （ 5 ）橘休蔭女 更衣 『三』/陽成弟、貞保兄により 4 ～ 5 歳頃
の宣下

貞元親王 （ 5 ）藤原仲統女 『三』/陽成弟、貞保兄により 4 ～ 5 歳頃
の宣下

貞保親王 4 藤原高子 女御 『三』/『三』870. 9. 13誕生「第四皇子」

貞平親王 藤原良近女 更衣 『三』/『尊』「第六皇子」とするも『三』宣下
の記載中貞純の前に名を挙ぐ

貞純親王 嘉子女王 女御 『三』
貞観17（875） 10. 15 貞辰親王 2 藤原佳珠子 女御 『三』

貞観18（876）

3. 13 貞数親王 2 在原文子 更衣 『三』/『三』882. 3. 27「第八子」、時に「八
歳」とす

11. 25
貞眞親王 1 藤原諸藤女 更衣 『三』/『帝』「九宮」

貞頼親王 1 藤原眞宗女 更衣 『三』/『一』母： 藤 原 直 宗 女/『略』
922. 2. 8薨伝「第十皇子」

源長猷 賀茂岑雄女 『三』
貞観15（873） 4. 21 源長淵 大野氏 『三』

源長鑒 佐伯子房女 更衣 『三』
貞観18（876） 源長頼 2 佐伯子房女 更衣 『三』/『紹』母：大野氏

皇女

貞観15（873） 4. 21

孟子内親王 藤原諸葛女 『三』

包子内親王 在原文子 更衣
『三』/『略』889. 4. 22薨伝「第一皇女」と
するも『三』宣下の記載中孟子の後に名
を挙ぐ

敦子内親王 藤原高子 女御 『三』/『紹』『賀』母：良近女
貞観18（876） 3. 13 識子内親王 3 藤原良近女 更衣 『三』/『歴』「第四皇女」
貞観15（873） 4. 21 源戴子 賀茂岑雄女 『三』

陽成 皇子 元良親王 藤原遠永女 母：遠永女は連永女の誤ヵ
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元平親王 藤原遠永女 母：遠永女は連永女の誤ヵ
元長親王 姣子女王
元利親王 姣子女王

延長 3 （925）
（延喜 3 （903）ヵ）5. 20ヵ

源清蔭 紀氏 『尊』『皇』/『公』884生/延長 3 年賜姓は延
喜の誤ヵ

源清鑒 伴氏 『尊』『皇』/延長 3 年賜姓は延喜の誤ヵ
源清遠 佐伯氏 『尊』『皇』/延長 3 年賜姓は延喜の誤ヵ

皇女 長子内親王 姣子女王
儼子内親王 姣子女王

光孝 皇子

貞観12（870） 2. 14

源元長 『三』
源兼善 『三』
源名実 『三』
源篤行 『三』
源最善 『三』
源近善 『三』
源音恒 『三』

源是恒
『三』/出家の後還俗、後に再び源氏賜姓
（『紹』896. 11. 28、『一』『尊』 同 年
12. 28）

源舊鑒 讃岐永直女 更衣 『三』
源貞恒 15 『三』/『一』896. 12. 28/『公』856生
源成蔭 『三』
源清実 布勢氏 『三』/『三』源氏→属籍削除
源是忠 14 班子女王 女御 『三』/『公』857生
源是貞 班子女王 女御 『三』

元慶 8 （884） 4. 13
（6. 2）

（源舊鑒） 讃岐永直女 更衣 『三』884. 6. 2時服月俸/賜姓重複
（源是忠） 28 班子女王 女御 『三』/賜姓重複/後に親王
（源是貞） 班子女王 女御 『三』/賜姓重複/後に親王
源国紀 『三』884. 6. 2

源定省［宇多］18 班子女王 女御 『三』884. 6. 2/『略』887. 8. 25「第七息」、
『略』宇多即位前記「第三之子」/後に親王

源香泉 『三』884. 6. 2
源友貞 『三』884. 6. 2

仁和 5 （889） 4. 7 源是茂 5 藤原門宗女 『略』/『公』885生

寛平 3 （891） 12. 29
（是忠親王）35 班子女王 女御 『略』『一』
（是貞親王） 班子女王 女御 『略』『一』

仁和 3 （887） 8. 25 （宇多天皇）21 班子女王 女御 『三』、翌日立太子・踐祚
仁和 2 （886） 10. 3 （滋野清実） 布勢氏 『三』/元源氏/属籍削除→滋野賜姓

（空性） 『三』884. 6. 2時服月俸/源是恒ヵ
皇女

元慶 8 （884）

4. 9
穆子内親王 正躬王女 『三』/『一』「帝二女」/『賀』「第七皇女」は

斎院卜定の時期より認め難し

繁子内親王 『三』/『略』916. 5. 26薨伝「第四皇女」、
『歴』「帝第四女」

4. 13
（6. 2）

源遅子 『三』884. 6. 2
源緩子 多治氏 『三』884. 6. 2/『略』名：綾子
源麗子 『三』884. 6. 2
源奇子 『三』884. 6. 2/『一』『紹』名：音子
源忠子 31 班子女王 女御 『三』884. 6. 2/後に内親王
源簡子 班子女王 女御 『三』884. 6. 2/後に内親王
源崇子 『三』884. 6. 2
源連子 『三』884. 6. 2
源綏子 班子女王 女御 『三』884. 6. 2/後に内親王
源礼子 『三』884. 6. 2
源最子 『三』884. 6. 2
源偕子 『三』884. 6. 2
源默子 『三』/『一』『紹』名：點子
源是子 『三』884. 6. 2
源並子 『三』884. 6. 2
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源謙子 『三』884. 6. 2時服月俸
源為子 班子女王 女御 『三』884. 6. 2/後に内親王
源深子 『三』884. 6. 2

源周子 『三』884. 6. 2/『略』912. 4. 30卒 伝「第
十五源氏」

源密子 『三』884. 6. 2
仁和 1 （885） 4. 14 源和子 『三』/醍醐女御

仁和 3 （887）
2 月 源快子 『一』『歴』
2. 9 源袟子 『三』/快子と同一説有

源善子 『三』

寛平 3 （891） 12. 29

（忠子内親王）38 班子女王 女御 『略』『一』/清和女御忠子女王ヵ

（簡子内親王） 班子女王 女御 『略』『一』/『略』914. 4. 10薨 伝「第 二 皇
女」/『一』陽成妃

（綏子内親王） 班子女王 女御 『略』『一』/『略』925. 4. 2薨伝「第三女」/
陽成妃

（為子内親王） 班子女王 女御 『略』『一』/醍醐妃
宇多 皇子

寛平 1 （889） 12. 28

醍醐天皇 5 藤原胤子 女御 『略』/『略』890. 12. 17維城より名を改む
斉中親王 5 橘義子 女御 『略』
斉世親王 4 橘義子 女御 『略』
敦慶親王 3 藤原胤子 女御 『略』/『略』890. 12. 17維蕃より名を改む

寛平 3 （891） 2. 14
敦固親王 藤原胤子 女御 『略』
斉邦親王 橘義子 女御 『略』

寛平 5 （893） 10. 17 戴明親王 『略』/『尊』『紹』母：褒子
寛平 7 （895） 7. 15 敦実親王 3 藤原胤子 女御 『略』

行中親王 夭折（13歳）
延喜21（921） 12. 17 雅明親王 2 藤原褒子 『略』/出家後の子/醍醐養子
延長 5 （927） 8. 23 行明親王 2 藤原褒子 『略』/出家後の子/醍醐養子

皇子 藤原継蔭女 更衣 『伊勢集』『古』/母：伊勢/夭折（ 8 歳）
皇女 均子内親王 藤原温子 女御 『一』/『紹』母：胤子/敦慶親王室

寛平 4 （892） 12. 29
柔子内親王 藤原胤子 女御 『略』

君子内親王 橘義子 女御 『略』/『略』893. 3. 14斎宮卜定「第三皇
女」、『一』「帝二女」

寛平 7 （895） 11. 7 孚子内親王 十世王女 更衣ヵ『略』/母：徳姫女王に同ヵ

寛平 9 （897） 2. 29
成子内親王 『略』/『略』978. 12薨伝「第五女」
依子内親王 3 源貞子 更衣 『略』/『略』936. 7. 1薨伝「第七女」
誨子内親王 藤原有実女 更衣ヵ『尊』名：海子/元良親王室
季子内親王 藤原有実女 更衣ヵ

源順子 菅原衍子 女御
『紹』/『尊』『菅』名： 欣 子、『一』傾 子/
『尊』母名：行子/光孝皇女説有/藤原忠
平室

源臣子 『紹』
若子 『紹』/夭折ヵ

醍醐 皇子

延喜 4 （904）
11. 17 克明親王 2 源封子 更衣 『略』『一』/『略』911. 11. 28将順より名を

改む

2. 10 保明親王 2 藤原穏子 中宮 『略』『江』/『略』911. 11. 28嵩象より名を
改む

代明親王 藤原鮮子 更衣 『略』911. 11. 28将観より名を改む

延喜 8 （908） 4. 5
重明親王 3 源昇女 更衣 『略』『一』/『略』911. 11. 28将保より名を

改む

常明親王 3 源和子 女御 『略』『一』/『略』911. 11. 28将明より名を
改む

延喜11（911） 11. 28
式明親王 5 源和子 女御 『略』『一』
有明親王 2 源和子 女御 『略』『一』

延喜14（914） 11. 25
時明親王 3 源周子 更衣 『略』『一』
長明親王 3 藤原淑姫 更衣 『略』『一』

延長 1 （923） 11. 17 朱雀天皇 1 藤原穏子 中宮 『一』
延長 8 （930） 9. 29 章明親王 7 藤原兼輔女 更衣 『略』『一』
延長 4 （926） 11. 21 村上天皇 1 藤原穏子 中宮 『略』『貞』
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延喜20（920） 12. 28

源高明 7 源周子 更衣 『一』『符』/『符』8 歳、『公』7 歳

源兼明 7 藤原淑姫 更衣 『一』『符』/『符』8 歳、『公』7 歳/後 に 親
王

源自明 4 藤原淑姫 更衣 『一』『符』
源允明 3 源敏相女 更衣ヵ『一』『符』
源為明 藤原伊衡女 更衣
源盛明 源周子 更衣 後に親王

延長 1 （923） ―――― 『西』『禁』皇子二名賜姓記事有（内一人
は皇女ヵ）

康保 4 （967） 6. 22 （盛明親王） 源周子 更衣 『略』/『一』『河』『大』7 月
貞元 2 （977） 4. 21 （兼明親王）65 藤原淑姫 更衣 『略』『公』『百』/『扶』24日

皇女 昌泰 2 （899） 12. 14 勧子内親王 1 為子内親王 妃 『略』

延喜 3 （903） 2. 17
宣子内親王 2 源封子 更衣 『略』『一』
恭子内親王 2 藤原鮮子 更衣 『略』『一』

延喜 4 （904） 11. 17 慶子内親王 2 源和子 女御 『略』『一』/『略』923. 2. 10薨伝に「第三皇
女」とあるも認め難し/敦固親王室

延喜 8 （908） 4. 5
勤子内親王 5 源周子 更衣 『略』『一』/藤原師輔室
婉子内親王 5 藤原鮮子 更衣 『略』『一』
郁子内親王 4 源周子 更衣 『略』『一』
修子内親王 満子女王 更衣 元良親王室

延喜11（911） 11. 28
敏子内親王 6 藤原鮮子 更衣 『略』『一』/『略』名：繁子
雅子内親王 3 源周子 更衣 同上/921年賜姓は誤ヵ/師輔室
普子内親王 2 満子女王 更衣 『略』『一』/源清平室

延長 8 （930） 9. 29 靖子内親王 16 源封子 更衣 同上/921年賜姓ヵ/藤原師氏室

延喜20（920） 12. 17
韶子内親王 3 源和子 女御 『略』『一』『貞』/源清蔭室
康子内親王 2 藤原穏子 中宮 『略』『一』『貞』/師輔室

延長 1 （923） 11. 17 斉子内親王 3 源和子 女御 『一』/『一』名：済子/『略』名：斉子
延長 8 （930） 9. 29 英子内親王 10 藤原淑姫 更衣 『略』『一』/923年賜姓ヵ

延喜20（920） 12. 28
源兼子 7 源周子 更衣 『一』『符』
源厳子 6 『一』『符』

朱雀 皇女 天暦 4 （950） 8. 10 昌子内親王 1 煕子女王 『符』/冷泉皇后
村上 皇子 廣平親王 藤原祐姫 更衣 母：元子とも

天暦 4 （950） 7. 15 冷泉天皇 1 藤原安子 皇后 『略』
到平親王 藤原正妃 更衣
為平親王 藤原安子 皇后

天徳 4 （960） 2. 11 昌平親王 5 藤原芳子 女御 『略』『九』/『略』961. 8. 23薨 伝「年 六、
今上第六子、」

天徳 3 （959） 10. 25 円融天皇 1 藤原安子 皇后 『略』/『略』959. 3. 2誕生「第五皇子」
康保 2 （965） 8. 13 具平親王 2 荘子女王 女御 『略』
康保 3 （966） 4. 19 永平親王 2 藤原芳子 女御 『略』『大』
天徳 4 （960） 12. 29 源昭平 7 藤原正妃 更衣 『符』『禁』/『略』25日/『西』26日
貞元 2 （977） 4. 21 （昭平親王）24 藤原正妃 更衣 『略』『公』/『扶』24日

皇子 徽子女王 女御 『略』962. 9. 11誕生即日夭折（ 1 歳）
皇女 天暦 3 （891） 2. 25 承子内親王 2 藤原安子 皇后 『略』『一』/夭折（ 4 歳）

理子内親王 源計子 更衣
保子内親王 藤原正妃 更衣 藤原兼家が通ったとされる
規子内親王 徽子女王 女御
盛子内親王 源計子 更衣 藤原顕光室

天暦 8 （954）頃ヵ 楽子内親王 荘子女王 女御 『一』955年斎宮（ 4 歳）/『略』998. 9. 17
薨伝「第六女」

輔子内親王 藤原安子 皇后 『略』992. 3. 3薨 伝「第 六 女」、『栄』「女
七」、『大』「女七の宮」

緝子内親王 藤原祐姫 更衣 母：元子とも/『略』970. 8. 18薨伝「第八
之女」（本文注（28）参照）

資子内親王 藤原安子 皇后 『小』1015. 4. 26薨 去「第 九 如（女） 親
王」

康保 1 （964） 8. 21 選子内親王 1 藤原安子 皇后 『略』『大』（裏）

皇女 藤原安子 皇后 『略』962. 12. 25誕生、同28日夭折（ 1
歳）
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冷泉 皇子 安和 1 （968） 12. 22 花山天皇 1 藤原懐子 女御 『略』
為尊親王 藤原超子 女御
敦道親王 藤原超子 女御

天元 1 （978） 11. 20 三条天皇 3 藤原超子 女御 『略』『大』『歴』
皇女

康保 4 （967）
8. 4 宗子内親王 4 藤原懐子 女御 『略』
9. 4 尊子内親王 2 藤原懐子 女御 『略』/円融女御

天延 2 （974） 3. 9 光子内親王 2 藤原超子 女御 『略』『一』/夭折（ 3 歳）
円融 皇子 天元 3 （980） 8. 1 一条天皇 1 藤原詮子 女御 『略』
花山 皇子 寛弘 1 （1004） 5. 4 清仁親王 平祐之女 乳母 『略』『堂』/出家後の子/冷泉養子

昭登親王 平祐忠女 女房 『略』『堂』/出家後の子/冷泉養子
覚源 僧/東寺長者権別当
深観 僧/東大寺別当

皇女 皇女 平祐之女 乳母 『栄』
皇女 平祐之女 乳母 『栄』
皇女 平祐忠女 女房 『栄』
皇女 平祐忠女 女房 『栄』/兵部命婦の子とす

他男女24名ヵ（『栄』）
一条 皇子 長保 2 （1000） 4. 18 敦康親王 2 藤原定子 皇后 『略』『権』

寛弘 5 （1008） 11. 16 後一条天皇 1 藤原彰子 中宮 『略』『堂』
寛弘 7 （1010） 1. 16 後朱雀天皇 2 藤原彰子 中宮 『略』『堂』『権』

皇女 長徳 3 （997） 12. 13 脩子内親王 2 藤原定子 皇后 『権』/『略』14日
長保 3 （1001）以
前 媄子内親王（ 2 ）藤原定子 皇后 『権』1001. 12. 29「女二親王」/夭折（ 9

歳）
三条 皇子

寛弘 8 （1011） 10. 5

小一条院 18 藤原娀子 皇后 『略』
敦儀親王 15 藤原娀子 皇后 『略』
敦平親王 13 藤原娀子 皇后 『略』
師明親王 7 藤原娀子 皇后 『略』

皇女
寛弘 8 （1011） 10. 5

当子内親王 11 藤原娀子 皇后 『略』/藤原道雅密通
禔子内親王 9 藤原娀子 皇后 『略』/藤原教通室

長和 2 （1013） 10. 22 禎子内親王 1 藤原妍子 中宮 『略』『堂』/後朱雀皇后
小一
条院

王 寛仁 3 （1019） 3. 4 敦貞親王 6 藤原延子 『略』『堂』『小』/三条養子

長元 2 （1029）
敦昌親王 藤原延子 『略』/『紹』『尊』母：頼宗女/三条養子
敦元親王 藤原寛子 『略』/三条養子

天喜 1 （1053） 12月 敦賢親王 藤原頼宗女 『十三』/三条養子
源基平 藤原頼宗女 『紹』/敦賢息とも
源信宗 源政隆女
源顕宗
源当宗
行観 僧
聖珍 僧/阿闍梨
珍明 僧
皇子 藤原寛子 夭折（ 2 歳）

女王 栄子内親王 藤原延子 三条養子
寛仁 3 （1019） 3. 4 儇子内親王 2 藤原寛子 『略』『堂』『小』/三条養子

嘉子内親王 三条養子
信子女王 源氏 『栄』
斉子女王 源政隆女
王女 藤原寛子 『栄』

後一
条

皇女 万寿 4 （1027） 2. 11 章子内親王 2 藤原威子 中宮 『略』『小』/後冷泉中宮
馨子内親王 藤原威子 中宮 後三条中宮

後朱
雀

皇子
長元 9 （1036） 12. 22

後冷泉天皇 12 藤原嬉子 東宮妃『紹』『百』/母は元尚侍
後三条天皇 3 禎子内親王 皇后 『帝』『一』『紹』

皇女
長元 9 （1036） 12. 5

良子内親王 8 禎子内親王 皇后 『一』『十三』
娟子内親王 禎子内親王 皇后 『一』『十三』/源俊房と密通

長暦 2 （1038） 6. 18 祐子内親王 1 嫄子女王 中宮 『一』『十三』/母は藤原頼通養女
長暦 3 （1039） 12. 5 禖子内親王 1 嫄子女王 中宮 『春』/母は藤原頼通養女

正子内親王 藤原延子 女御
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後冷
泉

皇子 皇子 藤原歓子 皇后 『扶』夭折（ 1 歳）
高階為行 菅原増守女 女房カ 高階為家の子とす

後三
条

皇子 治暦 4 （1068） 8. 14 白河天皇 16 藤原茂子 東宮妃『中』『一』『百』『江』
延久 3 （1071） 8. 12 実仁親王 源基子 女御 『扶』『一』
承保 2 （1075） 12. 16 輔仁親王 源基子 女御 『一』『十三』

皇子 藤原行子 典侍 夭折
皇子 馨子内親王 中宮 夭折
藤原有佐 平親子 堂侍 藤原顕綱養子

皇女
治暦 4 （1069） 8. 14

聡子内親王 藤原茂子 東宮妃『本』『扶』『一』
俊子内親王 藤原茂子 東宮妃『本』『扶』『一』
佳子内親王 藤原茂子 東宮妃『本』『扶』『一』
篤子内親王 藤原茂子 東宮妃 堀河中宮
皇女 馨子内親王 中宮 『栄』夭折
皇女 藤原茂子 東宮妃 夭折（ 1 歳）

※�皇子女の並びについては親王、源氏賜姓者、出家者とし、父天皇ごとに、皇子、続けて皇女とした。また各々の内
史料中における序列、表記、並びに推定される生年等から考慮し、生まれの早い者から順に記載した。但し、源氏
から親王に復すなど重複する場合や、後に改めて源氏以外の氏を賜った場合は改めて下部に記し（）を付し、姓名
や詳細が不明の場合は生年に関わらず最下部に列した。

※�皇子女の年齢は賜姓・宣下時の年齢であり、賜姓・宣下時の史料に年齢の記載があるものは記載の年齢を、生年の
分かるものは生年を参考とした。一部『公』を参考としたが、六国史等と相違のある場合は六国史等を優先した。そ
の他年齢の推察されるものを参考に算出したものもあるが、何分不確実なものであることは考慮されたい。

※�生母の后妃の別については天皇在位中迄の皇太后位、贈位等を除いた最終的なものであり、また皇子女出生時のも
のではないことを考慮されたい。

※�出典は主たるもののみ表記した。史料によって名前、生母等が異なる場合は備考欄に加え、特に生母に関しては通
説もしくは史実に沿った者を生母の覽に記載した。

※�出典の略記は以下の通りである。/後：『日本後紀』、続：『続日本後紀』、文：『文徳天皇実録』、三：『日本三代実録』、
略：『日本紀略』、扶：『扶桑略記』、公：『公卿補任』、姓：『新撰姓氏録』、紹：『本朝皇胤紹運録』、一：『一代要記』、
十三：『十三代要略』、尊：『尊卑分脈』、皇：『皇代暦』、帝：『帝王系図』、菅：『菅原氏系図』、禁：『禁秘抄』、歴：

『歴代編年集成』、編：『帝王編年記』、符：『類聚符宣抄』、古：『古今和歌集目録』、河：『河海抄』、西：『西宮記』、
江：『江家次第』、賀：『賀茂斎院記』、伊：『伊勢斎宮部類』、大：『大鏡』、栄：『栄花物語』、百：『百錬抄』、本：『本
朝世紀』、貞：『貞信公記』、九：『九曆』、権：『権記』、堂：『御堂関白記』、小：『小右記』、中：『中右記』、春：『春
記』　　　（順不同）
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